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芦
田
川
本
流
域
の
村
々

は

じ

め

に

一
、
伊
尾
村
の
地
名
と
名

ω
伊
尾
村
の
検
地
帳
地
名

ω
井
原
八
幡
宮
の
御
当
名
に
つ
い
て

二
、
芦
田
川
流
域
の
濯
瓶
用
水
と
水
利
慣
行

ω
伊
尾
村
の
濯
瓶
用
水

ω
伊
尾
村
の
水
利
慣
行

ω
西
上
原
村
等
に
お
け
る
水
利
慣
行

ω
大
田
方
に
お
け
る
水
利
慣
行

ま

と

め

は

じ

め

一、伊尾村の地名と名

三
年
間
に
及
ぶ
太
田
荘
調
査
に
お
い
て
、
私
が
多
く
足
を
運
ん
だ
の
は
芦
田

川
（
大
田
川
）
本
流
域
で
あ
る
伊
尾
村
か
ら
本
郷
に
か
け
て
の
地
域
と
、
赤
屋
等

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
調
査
結
果
を
報
告
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
伊
尾
村
に
つ
い

て
、
検
地
帳
や
当
名
帳
を
素
材
に
、
関
取
調
査
に
よ
り
復
原
し
得
た
近
世
の
地

目反

英

土佐

け
日

μ
立
口

名
と
村
落
景
観
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。
次
に
芦
田
川
本
流
域
に
お
け
る
伊
尾

し
た
い
。

村
か
ら
本
郷
に
か
け
て
の
濯
減
水
利
と
水
利
慣
行
に
つ
い
て
一
記
述
す
る
こ
と
と

本
調
査
で
の
直
接
の
調
査
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
近
代
・
近
世
の
太
田
荘
域

の
各
村
々
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
近
世
の
村
の
姿
の
復
原
を
通
じ
て
、
そ
こ

し
た
い
。

か
ら
さ
ら
に
遡
及
し
て
、
中
世
の
荘
園
村
落
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
こ
と
と

一、

み
よ
う

伊
尾
村
の
地
名
と
名

(1) 

伊
尾
村
の
検
地
帳
地
名

太
田
荘
桑
原
方
伊
尾
村
は
、
中
世
に
は
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当
村
者
、
前
下
司
兼
隆
屋
敷
」

（
嘉
頑
元
年
十
月
廿
五
日
関
東
御
教
書
）

芦田川本流域の村々

と
い
わ
れ
、
伊
尾
村
の
下
津
屋
は

「
彼
下
津
屋
者
、
自
往
古
地
頭
氏
寺
候
、
其
内
光
延
者
、
地
頭
名
者
候
、
市

新
儀
被
押
立
政
所
之
候
、
可
有
直
御
沙
汰
候
」

（
年
欠
七
月
十
一
日
三
善

康
連
書
状
〉

と
あ
り
、
さ
ら
に
乾
元
二
年
新
田
所
当
年
貢
注
文
で
は
、
桑
原
方
除
田
五
丁
八

反
余
に
つ
い
て

「
伊
尾
郷
分
地
頭
押
領
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、

か
な
り
地
頭
方
勢
力
の
強
い
地
域
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き

る
。
こ
の
伊
尾
村
に
つ
い
て
は
広
島
大
学
文
学
部
所
蔵
・
寛
延
四
年
三
七

五
一
）
未
三
月
、
世
羅
郡
伊
尾
村
見
地
御
本
帳
（
土
屋
貫
治
氏
寄
贈
、
な
お
本

書
の
複
写
入
手
に
際
し
て
は
岸
田
裕
之
氏
の
御
協
力
を
得
た
）
が
あ
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
近
世
の
耕
地
状
況
が
あ
る
程
度
ま
で
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で

ま
ず
検
地
帳
に
記
さ
れ
た
近
世
地
名
を
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
、
現
地
比
定
す
る

作
業
を
行
な
っ
て
み
た
。
そ
の
結
果
を
地
図

1
に
図
示
し
、
表
1
1
A、
B 

整
理
し
て
み
た
。

表
ー
ー
A

山 地下中
組組

上

検
地
帳
地
名
の
位
置
が
比
定
で
き
る
も
の

域
一
小

一、水
一
桑

組田

近大 鳥水

久

保

草

田

大実片山

根

懸

田

二

河

原

瀬

戸

梅

谷
松

尾

屋

通

称

字幸
一
永
幸
（
や
し
き
）
、
国
宗
、
に
い
や
（
｜
前
〉
、
大
前

原
一
よ
し
み
、
実
藤
、
小
山
田
、
よ
り
か
ね
、
せ
う
田
（
正
田
谷
）
、

丸
山
、
ひ
か
し
、
久
代
、
久
保
、
大
久
保
、
小
山
、
重
と
め

か
じ
ゃ
、
ふ
し
原
、
（
か
き
原
）

な
べ
っ
ち
、
測
の
上

近
森
（
盛
）
、
向
土
居
、
天
の
ふ
（
天
王
）
、
中
と
ひ
（
中
土
居

カ
）
、
鴨
田
、
大
本
廻
り
、
原
田
、
五
反
田
（
｜
下
）
、
せ
ん

光
、
折
坂
、
広
政
、
ま
る
た
、
み
し
か
通
り
（
「
み
つ
が
と

お
り
」
カ
〉
、
（
橋
詰
）
、
測
の
上

号

地

名

森 通 沖原

水
久
保
、
か
ふ
（
う
〉
し
ゃ

そ
う
田
、
も
つ
か
う
、
故
田
、
大
明
神
、
せ
う
じ
一
ハ
醐
）
、

に
の
き
、
上
寺

大
原
、
大
ほ
の
、
一
町
田
（
壱
丁
カ
〉
、
ば
ん
の
木
（
同
所

落
）
、
よ
し
か
迫
、
よ
し
み
つ
、
中
の
堂

実
め
う
、
助
迫
、
す
け
の
谷
（
助
迫
カ
〉
、
向
ひ
田
、
ま
へ
、

こ
ふ
け
、
か
り
山
、
栗
の
木

片
田
、
こ
ふ
も
、
杉
ケ
平
、
妙
音
寺
、
大
畠
、
上
谷
、
下
谷
、

大
ほ
の
、
ソ
ネ
（
川
畑
）
、
こ
う
ご
岩
、
小
谷
、
わ
る
田
、
み
こ
石

山
根
、
荒
神
風
呂
、
成
安
、
出
口
、
山
の
神
、
高
す
す
き

か
け
回
、
ど
う
け
た

板
や
、
今
び
ら
き
、
石
原

一
房
地
、
段
ノ
林
、
（
石
風
呂
）
、
（
小
谷
〉

梅
谷

松
尾
、
長
迫
、
ゆ
つ
り
は
迫
（
「
イ
ズ
レ
ハ
シ
」
カ
〉
、
塚
の
前
、

に
い
や

明田
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一、伊尾村の地名と名

高 本
斐村甲

村 地

室長砂宮竜 山 権 風 寺 砂的神塚才
清 寺 丸j四郎中 回

大
山量野四野山清ケ 王 ノ現 ノ

谷清入峠山 口山 花 田 原場田元原 信谷谷 峠 田 神 光

ふむ永砂た妙 寺本普風宇津 寺 砂原ま神二才原 正高屋幸た丸郎四た
善松東坊〉崎側 ノ 令ι 山反四山清光

もろ清入お見 田谷門ノ 田 と田井 田や
とや 、坊鼻 、は、や 、

正 査ん田、ほ五神ぺf向｜「山田
（な森清 中 山（ 、屋覚東 下、 安 、と

田三びの
111 から 、間

ノフ本の す竹芸よち 畑、 園さ カ可しお宮の神コ、道講坊
み、のホ、頭り木（ 

J柿 ； く手Uえ 長清光所同
思田み ン坊組（

古屋道 柁
坊〉東 相茸下~ !!, 費l 

、（じ

カ 覚、』J、
全～ 6ょ 7の垣Eたん、北熊流か

田通
〉は、 大坊、 修理 の 森分森'--' 、り かし助と

主旬 露下尻〉 元、。く 由がiき号 、
沖末 ま tま ね ん 丸 井 下〉カ（光

大突 止会、 買が大手

分に
ひの お

音盤 ~ 
不 大豆主

溝、ま

信＼ま】ノ ふか
、1ぅ： 下正伝、（ 

平き

大（ 大坊坊後 森光 主主主 尾郷
柿震↑坪

すt只柿ノEi~ う 尻~立田
天神

、
の

田脇
カ※ ま ふ〉
、ー、ノ ’ノr弘寸、一 v-..,, ち

ウ
コ ケ ク キ カ オ

ニ:x:..

荒神
け 末国 き 田 柿か

主震
田カ 坪、 辺う 橋石 ｜｜ 有宗し 子〉

田 ね 坪 、く量伊カ
風呂

成国~ 田 石可石あ
JI! 折え

の 家迫 同は

八※ 山田

尽 t主 口ん

か宕原〉 圭T 本の栗本~ め た 大、 満坊
ん

山き 瓦ノ、

j原~ 荒の く

ゴ美迫清ヒ
ろ、 上ノτiコ、、;- 巴、白所山 ぃ突し

神風呂c 
田

小’仁口九 〆ズー、ー

田

門
子口い壁田く 田

這回 きけ

ろ 墜本桑坊辺、せ池のち主 石唇μ 

ろ

言
は？ 田 台、

別〉
う 田

蔵 カ
〉の門内

の 、ー、ノ お

谷〈小〉
尾 ち

岸 田
ヵ、屯lF言~ の

下 台、

又り
井手料池尽かな

色、 （山 石 ん
き ケど

表ーーB検地帳地名の現地比定ができていないもの

以伊 高 えよ

外尾 田 すり

高 幸 r凸4 『・

滑 メ口'>. 

田 岩 沖

小谷 末国で道光吉山 か 城 ほ
ん合め 口 う カ つ

日
、ちん 」ラー 、ー、ノ τH士t、・

向 頭 、（堂免） か
有宮井央五な ふ

うら もと 〈ノ

小草久〉代

田の よ別
f藤「 ーノ太lミ‘ よ fこ「

すへり すり

五郎淵辺 品会“1かり もとう 〉へ
ね、＇－－＇

薬師ま 〉おく上原
〉ヵ、 皇出、 五品胴町 ふ川」' 

道
ノ

一大 I 割方） 

へ ひ
下

反田乗郡 会議回
、

域
の

瀬目 会占票 上

尾首、Vーー持
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芦田川本流域の村々

- ヌ
・マ ヒ ノ、 ーー ナ ト ア チ タ ソ セ ス シ サ

ホ ノ

一
槙

思fと品む子，議マI 、

び（
橋詰ハ） 

野 一 な 徳ほ 寺 ち
竹

ソ セ
かま 掘砂 谷翁 一一

ケ

百2
t工

通り
力、 の や フ ど 、田 良日

坪 ？こ二 く う 下 ザコ の 田 の

工E;!森末
丸

田 ろ し 坊光
下

ど
清 Lく

政 花 成則 寺 し、 水下 さ
v- 、ン

一ひ ノ 西
西中

と の
竹徳、

本垣 や

ろ
ほキ

ツや 木 ケ し 日リ
道坊中

す 地内 の

す回う 所安井） 同 休（山田 ひり、
の 迫 光 ~ カ

もと
槙 t土 ふ

坪中 谷尻
と 、ーノ ／ー、

ノ た と
西原

ど き
、し 、

下 カ く 田 し 文炉う4『． ひし免り さ
）に

や中
日住 す と可 け

fまh、
長Tこ田 せ 半

西落
回 し ~ 

が重と
ヵ、

~ 
ふ〉 ふ〉 け さ ど、

け t;_ と

水通し｜ 川原｜ 

ね 迫／山『、 も
、

＼？』こノ
男細

ひ う 才

平木（ きら

ヵ、
で 末

次〉丸思郎、 恩川上森分、く

の

松わ
所〈同と

、回ら』ノ
ん の た

ふ お
台、

、 、

村高田 tま
苗代

為

谷炭山

夫
た 久
、 カ

所平林〉同
条大坊 成坊道

、－、/ 

田
さ

カ
¥..../ 、 じ

木ち 下
き

炭

フ メ

ワ ヨ ニI.. ヤ ム 、、司、

ロ モ

渡
龍蔵 横山 森行

己休？，とf、垣やな内、
もと む

航一、 〉（ 溝下イコ

瀬渡
す 町

亡広口と ニ:I.. ~ 

道垣内明 水通田
、

実，刀＝て" 

森分
横枕

弥富荒Zや~ きL 光売コし
森広

みな 通回り、

所ふ同ろ信所同と井安
み

水

弥太郎国

口
のし 、
下 み

"':::> 

／山『、
町

み

神、のーノ
、、ー，． 

免

そ山
ん、

~ 
r凸ムー・

、
ケ
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検
地
帳
記
載
地
名
三
二
四
ほ
ど
の
う
ち
、
小
字
地
名
と
し
て
残
存
す
る
も
の

は
二
九
、
小
字
内
の
小
地
名
（
通
称
地
名
）
及
び
姓
（
苗
字
〉
、
屋
号
と
し
て
残

存
す
る
も
の
は
一
五
九
、
計
判
明
す
る
も
の
は
一
八
八
、
今
の
段
階
で
現
地
比

定
作
業
が
で
き
て
い
な
い
も
の
は
一
三
五
程
と
な
っ
た
。
判
明
率
は
五
八
パ

i

セ
ン
ト
で
あ
る
。
山
田
谷
、
片
田
谷
等
十
分
な
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ

が
あ
り
、
今
後
の
追
求
調
査
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
か
な
り
の
部
分
が
復
原
可
能

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
検
地
帳
に
は
乱
丁
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の

こ
と
を
前
提
と
す
る
と
、
検
地
帳
記
載
の
順
序
は

庄
屋
（
土
屋
氏
〉
宅
辺
｜
↓
中
組
（
近
森
）
、
高
田
｜
↓
上
組
（
実
明
、
片

田

大
原
〉
｜
↓
下
組
（
桑
原
、

永
幸
〉
及
び
一
部
高
田
｜
↓
高
村
｜
｜
ψ
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甲
斐
村
l
l
↓
下
津
屋
｜
↓
甲
斐
村
、
本
地
｜
↓
山
田
｜
↓
本
地

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

従
っ
て
現
地
比
定
が
困
難
な
地
名
に
つ
い
て
も
、
こ
の
検
地
順
序
と
照
合
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、

お
よ
そ
の
位
置
の
見
当
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま

た
同
一
地
名
が
何
カ
所
に
も
あ
っ
た
と
し
た
場
合
の
異
同
に
つ
い
て
も
判
定
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

例
え
ば
清
光
と
い
う
地
名
は
現
在
山
田
に
お
け
る
小
字
名
に
あ
り
、
清
光
姓

の
家
も
あ
る
。
本
検
地
帳
で
も
「
山
田
の
ぶ
尻
、
同
所
清
光
」
と
あ
る
か
ら
、

信
氏
宅
の
対
岸
に
あ
る
こ
の
山
田
谷
・
清
光
を
さ
し
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い

な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
清
光
と
同
一
と
は
考
え
に
く
い
、
も
う
一
つ
の
清
光
が

検
地
帳
中
に
あ
る
。
即
ち
そ
の
清
光
は
検
地
帳
記
載
で
は
国
実
、
四
郎
丸
と
な

ら
ん
で
登
場
し
、
所
有
者
も
数
筆
が
浄
鏡
寺
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
清

光
は
山
田
谷
で
は
な
く
国
実
、
四
郎
丸
、
浄
鏡
寺
の
所
在
す
る
甲
斐
村
に
あ
っ

た
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
現
在
の
甲
斐
村
地
内
に
清
光
地
名
は
残

一、伊尾村の地名と名

っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
当
名
帳
に
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）

（
甲
斐
村
）

下
方
・
清
光
名
の
御
当
を
「
カ
イ
ム
ラ

上
オ
ゴ
ウ

平
兵
衛
」
が
勤
め
て
お

り
、
上
述
の
推
定
を
傍
証
し
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
近
世
の
伊

尾
に
は
清
光
が
山
田
と
甲
斐
村
の
二
カ
所
に
あ
り
、
前
者
の
み
が
今
日
ま
で
伝

存
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

検
地
帳
地
名
の
中
に
は
各
村
に
普
通
に
あ
る
よ
う
な
地
名
も
多
く
含
ま
れ
て

い
る
。
例
え
ば
検
地
帳
に
「
か
う
こ
岩
」
と
い
う
地
名
が
み
え
る
が
、
今
日
の
伊
尾

地
区
に
は
よ
り
す
え
、
片
田
、
奥
山
田
の
三
カ
所
に
こ
う
ご
岩
地
名
が
存
在
す

る
。
聞
取
調
査
に
よ
っ
て
収
集
し
得
た
地
名
と
検
地
帳
記
載
地
名
と
が
一
致
す

る
か
ら
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
を
短
絡
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
な
く
、
検
地
帳
の
記

載
順
序
等
を
も
考
慮
し
つ
つ
、
現
地
比
定
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

さ
て
以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
本
検
地
帳
に
み
え
る
地
名
の
う
ち
、
注

目
し
た
い
地
名
に
つ
い
て
二
、
三
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
市
場
で
あ
る

カミ

市
場
は
正
田
（
甲
斐
村
杉
原
宅
屋
号
〉
、
清
光
、

も
り
分
（
森
は
甲
斐
村

の
苗
字
）
、
寺
の
前
、
寺
田
、
上
お
が
ふ
（
甲
斐
村
の
屋
号
に
尾
郷
〉
な
ど
と
並

ん
で
登
場
し
、

一
筆
に
つ
い
て
は
森
ぶ
ん
市
場
と
も
あ
る
。
ま
た
全
六
筆
の
う

ち
二
筆
の
所
有
者
が
甲
斐
村
の
浄
鏡
寺
と
な
っ
て
も
い
る
。
現
地
名
と
し
て
は

確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
甲
斐
村
近
辺
に
市
場
地
名
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
検
地
帳
記
載
順
序
か
ら
す
れ
ば
周
辺
に
は
「
渡
り
」

「
渡
瀬
」
と
い
う
地

名
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
矢
多
田
川
な
い
し
芦
田
川
の
渡
河
地
点
に
市
場
が

形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
地
は
河
川
交
通
を
利
用
し
て
の
物
資
の

集
積
が
容
易
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
水
陸
交
通
の
か
な
め
だ
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
検
地
帳
地
名
に
「
尾
道
田
」
が
あ

り
、
下
津
屋
周
辺
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

次
に
ボ
ウ
ジ
と
い
う
地
名
が
山
田
谷
（
下
山
田
〉
に
あ
り
、
別
に
近
く
で
は
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あ
る
が
ボ
ウ
ジ
と
い
う
屋
号
が
山
田
川
と
芦
田
川
の
合
流
点
近
く
に
あ
る
。
検
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地
帳
で
は
一
房
地
（
房
し
〉
が
、
段
の
林
、
長
迫
、
塚
の
前
等
と
並
ん
で
登
場
し
て

芦田川本流域の村々

お
り
、
前
者
の
ボ
ウ
ジ
に
相
当
し
よ
う
。
上
下
町
矢
野
の
防
地
は
太
田
荘
域
の

勝
示
に
由
来
す
る
も
の
と
し
て
、
前
回
の
「
太
田
荘
の
石
造
遺
物
」

（
本
報
告

9
集
）
添
付
地
図
で
は
そ
こ
に
荘
境
が
あ
っ
た
と
し
て
線
引
き
さ
れ
て
い
る
。

伊
尾
の
ボ
ウ
ジ
は
位
置
か
ら
し
て
荘
境
に
由
来
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
が
、

桑
原
と
山
田
の
境
界
の
近
く
に
な
っ
て
お
り
、
荘
内
小
村
の
勝
示
に
由
来
す
る

可
能
性
も
あ
る
。

次
に
地
頭
、
下
司
の
館
関
係
の
地
名
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
明
確
な
も
の
は

検
出
で
き
な
か
っ
た
。
土
居
関
係
の
地
名
は
圧
屋
の
家
の
屋
号
土
居
が
あ
り
、

L
げ

周
辺
に
は
上
土
居
、
中
土
居
、
重
土
居
、
向
土
居
、
瀬
戸
門
等
の
姓
、
屋
号
、

地
名
が
あ
り
、
検
地
帳
に
は
瀬
戸
土
居
も
あ
る
。
芦
田
川
の
断
崖
を
背
に
す
る

土
居
の
地
は
確
か
に
要
害
の
地
で
あ
る
が
、
そ
の
起
源
が
中
世
に
ま
で
遡
及
し

得
る
の
か
は
判
断
で
き
な
い
。

現
存
す
る
シ
ョ
ウ
ジ
（
庄
司
カ
）
地
名
は
草
田
の
ほ
か
小
谷
に
あ
る
が
、
直

接
中
世
の
荘
司
に
結
び
つ
く
と
は
安
易
に
は
い
え
ま
い
。

次
に
寺
社
関
係
地
名
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
も
の
に
近
森
の
天
王
、
高
田
の

大
将
軍
（
現
姓
対
成
瓶
、
検
地
帳
で
は
大
乗
郡
〉
、
ま
た
下
津
屋
十
二
坊
関
係

の
も
の
に
大
坊
、
後
大
坊
（
不
大
坊
〉
、
東
覚
坊
、
本
道
坊
、

フ
ゴ
ン
坊
（
フ

ク
ゴ
ン
坊
と
も
、
検
地
帳
の
普
門
坊
か
〉
、

ほ
か

大 本
条地
坊に
、 安

寂5委
主京
タミ 現

中存
道す

る。

ま
た
検
地
帳
か
ら
は
下
津
屋
辺
に
成
道
坊
、

坊
、
東
善
坊
、
え
ん
満
坊
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
下
津
屋
に
現
存
す
る
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「
し
り
め
ん
」
は
十
二
坊
寺
院
の
修
理
免
で
あ
ろ
う
。
但
し
検
地
帳
記
載
順
序

か
ら
す
る
と
、
光
清
、
貞
宗
、
ご
で
ん
じ
、
大
乗
郡
と
並
ん
で
登
場
す
る
修
理

免
も
あ
っ
て
、
も
う
一
カ
所
高
田
辺
に
も
修
理
免
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
検
地
帳
の
み
こ
免
は
後
述
井
原
八
幡
御
田
植
行
事
に
み
え
る
「
一
必
田
」
と

同
じ
と
思
わ
れ
る
。
ほ
か
に
京
免
（
経
免
〉
も
あ
っ
た
。
ま
た
奥
山
田
か
ら
松

崎
に
こ
え
た
と
こ
ろ
に
は
東
善
坊
が
あ
っ
た
。

み
よ
う

こ
れ
ら
以
外
に
重
要
な
地
名
に
名
関
係
の
地
名
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
以
下
の
御
当
関
係
の
史
料
と
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

註〈
1
〉
『
豊
後
園
田
染
荘
の
調
査
』
（
付
図
）
に
よ
れ
ば
田
染
荘
の
市
場
地
名
も
桂
川
の

渡
河
点
、
ワ
タ
リ
に
近
接
し
て
い
た
。
元
徳
二
年
、
小
鹿
島
文
書
に
み
え
る
肥
前

園
長
嶋
荘
の
高
橋
市
場
在
家
は
六
角
川
・
高
橋
川
・
武
雄
川
の
合
流
点
に
あ
っ
て

渡
河
点
に
近
接
し
て
い
た
。

※
間
取
に
際
し
御
協
力
い
た
だ
い
た
方
は
眺
沙
強
蔵
民
（
奥
山
田
〉
、
藤
本
幾
雄
氏

〈
中
山
田
〉
、
大
畑
岩
美
氏
、
幸
茂
林
一
氏
（
片
田
谷
）
、
前
貞
治
氏
〈
実
明
）
、
沖
田
友

太
郎
氏
（
大
原
）
、
原
田
貢
氏
〈
明
治
三
九
年
生
〉
、
中
土
井
久
吉
氏
（
明
治
二
九
年
生
）
、

原
田
筆
よ
氏
（
以
上
近
森
）
、
池
田
昌
一
氏
（
明
治
三
七
年
生
、
本
地
〉
、
矢
敷
福
一

氏
、
中
国
静
男
氏
（
以
上
高
村
）
、
宮
本
俊
夫
氏
〈
寄
末
）
、
大
成
権
音
一
氏
（
明
治
三

四
年
生
、
高
田
）
、
門
藤
幹
夫
氏
（
甲
斐
村
〉
、
吉
岡
猪
久
馬
氏
（
桑
原
〉
の
各
位
で
あ
る
。

そ
の
他
後
述
す
る
水
利
関
係
で
の
聞
取
と
重
複
す
る
方
々
に
つ
い
て
は
書
簡
等
で
御

教
示
い
た
だ
い
た
方
を
除
き
、
列
記
す
る
こ
と
を
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
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但）

井
原
八
幡
宮
の
御
当
名
に
つ
い
て

（

1
〉

現
在
伊
尾
村
で
は
名
（
み
ょ
う
〉
と
い
う
こ
と
ば
は
殆
ど
聞
か
れ
な
い
が
、

井
原
八
幡
社
の
記
録
中
に
は
名
に
ふ
れ
た
も
の
も
あ
る
の
で
引
用
し
て
み
た

し、。）
 

T

司・4（
 

伊
尾
井
原
八
幡
宮
御
田
植
行
事

（緒〉

慶
長
五
子
年
五
月
十
人
組
ヨ
リ
一
人
宛
出
テ
田
頭
ト
一
シ
ヨ
ニ
宮
方
肝
煎

（
指
図
）

名
主
方
ニ
行
キ
、
名
主
桑
原
方
市
右
衛
門
、
尾
首
方
頭
左
衛
門
ノ
サ
シ
ズ

（
2
）

（

頭

）

（

集

〉

デ
苗
ヲ
亙
田
ニ
運
ピ
、
宮
役
ア
タ
マ
ツ
ド
イ
テ
田
植
ヲ
ス
ル
、
モ
チ
米
ト

（
半
夏
）

タ
ダ
米
二
色
ヲ
捺
エ
ル
、
田
植
ハ
ハ

γ
ゲ
二
十
日
前
ニ
ス
ル
、
苗
ハ
宮
名

（
重
複
カ
〉

主
ガ
作
ル
、
稲
刈
ト
（
ト
）
ウ
ス
ヒ
キ
ハ
宮
役
ト
宮
名
主
ガ
ス
ル
、
此
米
デ

立
秋
ノ
日
ニ
酒
ヲ
造
リ
込
ム
、
九
月
十
七
日
ニ
餅
六
十
束
ヲ
造
リ
十
九
日

八
幡
宮
大
祭
ニ
供
エ
ル
、
餅
一
束
ハ
少
シ
長
ク
モ
ミ
、
一
ニ
ツ
重
ネ
テ
中
央

（
こ
れ
〉

ヲ
ワ
ラ
三
本
デ
ク
ク
ル
、
之
ヲ
祭
後
六
十
名
ノ
氏
子
へ
ク
パ
ル
、
酒
ハ
桶

デ
供
エ
（
ド
ブ
酒
ノ
マ
マ
〉
、
祭
後
氏
子
ガ
頂
ク

一、伊尾村の地名と名

一
延
宝
六
年
五
月
、
太
鼓
ノ
花
田
植
デ
牛
ヲ
沢
山
使
役
シ
供
養
、
名
主
ハ
皆

ニ
ナ
カ
ラ
ホ
メ
ラ
レ
夕
、

田
植
カ
ラ
大
祭
迄
ノ
年
中
ノ
色
々
ナ
行
事
ヲ
担

当
シ
テ
世
話
ヲ
ス
ル
役
ヲ
八
幡
宮
御
当
名
ト
唱
ェ
、
名
内
ノ
主
十
人
ガ
出

役
ス
ル

一
井
原
八
幡
宮
氏
子
伊
尾
・
小
谷
・
松
崎
一
二
ハ
十
名
（
名
々
五
戸
乃
至
十
戸

尾
、
小
谷
、
松
崎
ノ
コ
ト
）
、

ア
リ
）
ア
リ
、
之
ヲ
年
一
一
一
一
名
宛
（
桑
原
方
上
伊
尾
ノ
コ
ト
、
下
方
下
伊

下
方
ヨ
リ
一
名
ノ
田

頭
ガ
出
役
ス
ル

桑
原
方
ヨ
リ
一
名
、

参
日召 （

以
下
文
化
一
四
年
か
ら
弘
化
三
年
ま
で
の
当
名
記
録
〉

i
j別
表

）
 

宵
H
H品（
 

m出

九
月
十
九

此
宮
御
当
親
名
ノ
覚

嘉
永
三
戊

貞
金
名

同
五
子

正
末
名

末
定
名

実
藤
名

行
森
名

元
末
名

国
宗
名

次
郎
丸
名

有
延
名

定
清
名

ふ
し
原
廉
蔵

東
し
嘉
兵
衛

丸
山
分
高
村
相
模

実
藤
弥
三
郎

広完森
末ろ久

義U
国
宗
龍
蔵

中
嶋
和
平
次

千
光
見
せ
林
助

片
田
周
蔵
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吉
広
名

芦田川本流域の村々

実
明
名

光
清
名

成
末
名

し
げ
と
ふ
名

大
畑
庄
八

実
明
忠
右
衛
門

成
田
吉
右
衛
門

上（同
口当所
孫）今

十プ
郎主

郎
同
人

伊
之
助

大
原
今
ハ
次
郎
三
郎
支
配
栄
次
郎

原
ノ
広
吉

広
政
惣
吉

折
坂
万
七

か
ど
や
良
平

向
土
い
小
市
郎

中
土
い
茂
四
郎

「
弘
化
二
乙
巳
当
リ
」

士
口
光
名

定
宗
名

す
へ
と
き
名

土
い
三
郎
右
衛
門

高
田
橋
本
元
右
衛
門
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II 

多
助
ー寸

全額よ
互屋
衛
是
也
Lー

弘
化
三
丙
午
当
リ

「
嘉
永
二
丙
百
兵
衛
」

国
成
名

山
根
名

国
成
庄
蔵

末
国
比
兵
衛

ネ
ギ
ヤ
勝
蔵

「
弘
化
四
丁
未
御
当
ハ
高
田
橋
田
屋
利
助
此
御
当
之
義
先
年
ハ
円

U
当
り

之
所
、
寄
合
－
一
市
此
度
大
イ

γ
御

h
U但
し
十
月
十
九
日
ニ
御
シ
メ
上

表
3

文
化
一
四
（
一
八
一
七
）
年
か
ら
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
の
当
名

桑

原

方

も
つ
こ
う
名

大
原
名

嘉
永
四
亥

ま
さ
末
名

広
政
名

政
友
名

末
森
名

末
政
名

近
森
名

文文（文（
政政一化ー

八八

一冗八一七
卯寅 ）四）

末木定｜御
時香宗｜当
名名 名 I i 

名

シ伊桑

i i ~ 
長 猶右
衛蔵衛

r~ 

出

役

者

木 貞｜平日
香宗｜弧

草高｜地
田 田 ｜ 比

定

備

済
（
以
下
略
〉
」

方

辺末

カ時
※ノ、
一大
乗
郡

岡

田

末末奉l御 l下
元延清｜当
名名名｜翁

名

言霊詩
今 村新
蔵 源七

十
郎

考

検

書

ll贋

地

出

森｜｜現
清｜
（｜地

対｜比

定

役

備

者

考

一
末
の
ふ
ハ
河
原
、
為
久
、

一
渡
瀬
周
辺
、
甲
斐
村
カ

検

書

ll買

地
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一、伊尾村の地名と名

一寅

天

保

二

卯
八
酉

九
戊

一O
亥丑子

九
氏

一O
亥 一辰

貞
金
名

有
延
名

古
光
名

四
巳

有
宗
名

五
午

マ
サ
末
名

六
未

光
清
名

七
申

シ
ゲ
ト
ウ
名

大
原
名

行
森
名

末
森
名

末
国
名

広
政
名

国
宗
名

実
藤
名

一辰

治
郎
丸
名

四
巳

五
午

実
明
名

末
政
名

六
未

山
祢
名

七
申

吉
広
名

八
酉

石
田
名

伏
原
為
八

ハ
ラ
文
平

東
政
兵
衛

高
田
吉
右
衛
門

上
寺
嘉
四
郎

大
原
久
米
八

森
久
惣
兵
衛

カ
ド
ヤ

吉
田
氏
兵
衛

広
政
惣
吉

国
宗
藤
治
郎

実
藤
弥
三
郎

中
島
与
太
郎

前
幸
兵
衛

向
ド
イ
小
一
郎

祢
宜
谷
勝
蔵

大
畑
ケ
庄
八

（万）

折
坂
戸
七

出
店
十
五
郎

ド
イ
三
郎
右
衛
門

マ
ザ
末
ハ
山
田
、

東
ハ
桑
原

光
清
ハ
高
田

上
寺
ハ
草
田

大
原
、
小
字
ハ
上

組
、
屋
号
ハ
本
地

森
久
ハ
桑
原

カ
ド
ヤ
ハ
高
田

末
国
ハ
高
田

広
政
ハ
近
森

国
宗
ハ
桑
原

実
藤
ハ
桑
原

中
島
ハ
近
森

前
ハ
実
明

向
ド
イ
ハ
近
森

山
根
、
小
字
ハ
山

田
、
祢
宜
谷
ハ
高

田大
畑
ハ
片
田
、
奥

山
田

折
坂
ハ
近
森

ド
イ
ハ
近
森

吉
光
ハ
高
田

有
宗
ハ
天
王
（
近
森
）
、

国
宗
（
桑
原
）
周
辺
、

ラ
ハ
原
田
（
桑
原
）
カ

行
森
ハ
実
藤
周
辺
カ

末
森
ハ
大
本
（
近
森
〉
、

高
木
（
高
田
〉
辺
カ

次
郎
丸
ハ
天
王
、
大
本

周
辺
カ

末
政
ハ
近
森
辺
カ

エ吉カ山
辺広根
カノ、 ノ、

井広
原政
、＇＂＇

『 iii
; ぞろ
ス辺

成
安
名

末
重
名

山
田
名

寄
末
名

タ
ダ
シ
ゲ
名

末
宗
名

次
郎
丸
名

寄
藤
名

金
清
名

ノ
プ
ト
シ
名

吉
末
名

安
森
名

次
郎
丸
名

小
谷
実
政

古
屋
森
末

光
末
名

実
宗
名

為
久
名

清
光
名

末
シ
ゲ
名

国
実
名

四
郎
丸
名

高
村
ヒ
ラ
井
原

出
口
新
吉

板
ヤ
紋
兵
衛

尾
首

高
村
粂
次
郎

カ
イ
ム
ラ
七
郎
次

松
崎

木
地
惣
五
郎

八
左
衛
門

小
谷
十
名

カ
イ
ム
ヲ
高
屋

古
屋
源
次
郎

本
地
嘉
兵
衛

小
谷
コ
ウ
ヤ
茂
兵

衛与
右
衛
門

山
山
一
弘
行
平
兵
衛

本
地
カ
ジ
ヤ

国
実
為
蔵

四
郎
丸
兵
治
郎

成
安
ハ
山
田
、
ヒ

ラ
ハ
高
村

出
口
ハ
山
田

板
ヤ
ハ
山
田

寄
末
、
尾
首
ト
モ

宮
沖

寄
藤
ハ
木
地

金
清
ハ
本
地

安
森
ハ
小
谷

古
屋
ハ
甲
斐
村
、

実
政
ハ
小
谷

オ
ゴ
ウ
ハ
甲
斐
村

国
実
ハ
甲
斐
村

四
郎
丸
ハ
甲
斐
村

※
成
安
ハ
五
反
田
（
近

森
）
近
辺
ニ
モ
ア
ル
カ

唯
シ
ゲ
ハ
永
清
、
川
原

（
高
村
カ
〉
周
辺

ノ
プ
ト
シ
ハ
砂
入
・
永

清
（
高
村
）
、
森
広
辺
カ

為
久
所
有
者
ハ
浄
鏡
寺

清
光
ハ
甲
斐
村
カ
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芦田川本流域の村々

丑子

貞
清
名

元
末
名

片
田
孫
右
衛
門

元
末
栄
蔵

一
三
寅

一
四
卯

末
定
名

成
末
名

城丸
里山
口

右
衛
門

元
辰

近
森
名

中
ド
イ
茂
四
郎

弘
化

高
田
大
工
谷
庄
蔵

シ
ン
ヤ
茂
兵
衛

一巳一午

国
森
名

栗
元
名

桑
原
方
三

O
名

※
1

史
料
（
目
）
で
は
高
田
橋
本

城
田
ハ
草
田

中
ド
イ
ハ
近
森

大
工
谷
ハ
高
田

栗
も
と
ハ
寄
カ
ネ
周
辺

み
よ
う

検
地
帳
に
み
え
た
名
的
な
地
名
の
多
く
が
、
井
原
八
幡
の
御
当
（
頭
〉
を
担

当
す
る
単
位
と
し
て
の
名
（
当
名
）
で
も
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
但
し
例

外
も
あ
り
、
検
地
帳
の
三
郎
丸
、
重
と
め
（
重
富
）
、
よ
り
か
ね
、
則
成
、
す
へ

さ
ね
等
は
御
当
名
に
は
み
え
な
い
。

（

頭

）

〈

3
〉

当
名
が
従
事
す
る
内
容
は
田
植
行
事
記
録
に
詳
し
い
の
で
省
略
し
、
こ
こ
で

に
伐
の
位
置
と
当
名
従
事
者
の
関
係
を
み
よ
う
。
ま
ず
広
政
名
を
広
政
惣
吉
が

み
よ
う

担
当
し
た
よ
う
に
名
名
と
屋
号
等
が
一
致
す
る
も
の
は
七
例
、
近
森
名
を
中
ド

イ
茂
四
郎
が
、
一
森
清
名
を
高
村
新
七
が
担
当
し
た
よ
う
に
、
名
地
名
の
周
辺
の

も
の
が
出
役
し
た
事
例
は
二
四
例
で
計
コ
二
例
、
一
方
両
者
が
地
域
的
に
離
れ

一
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
マ
サ
末
名
、
吉
広
名
、
成
安
名
、
ノ
プ
ト
シ
名
の
四

例
で
あ
り
、
前
者
の
名
と
出
役
者
が
同
一
地
域
で
あ
る
場
合
は
比
較
検
討
が
可

能
な
三
五
例
中
の
九
割
近
く
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
っ
た
。

次
郎
丸
名

石
丸
名

末
光
名

光
森
名

森
広
名

実
政
名

森
末
名

下
方
三

O
名

小松
谷崎

森
広
ハ
高
村
カ
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高
村
圧
三
郎

本
地
寄
藤

寄末通石
藤光丸

本高小
地村谷

大

光
森
ハ
下
す
み
（
本
地
〉

周
辺

森
広
ハ
森
清
、
平
（
高

村
）
周
辺

一
方
年
次
を
異
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
史
料
剛
を
み
て
み
る
と
、
天
保
一
三

年
に
丸
山
が
出
役
し
た
末
定
名
は
、
嘉
永
五
年
頃
に
は
「
丸
山
分
」
と
し
て
高

高
村
兵
三
郎

小
谷

甲
斐
村
古
谷

村
の
相
模
な
る
人
物
が
出
役
し
て
お
り
、
他
に
も
有
延
名
を
「
出
店
」
に
代
わ

り
「
千
光
見
せ
」
が
、
実
明
名
を
「
前
」
に
代
わ
り
「
実
明
」
が
、
ま
さ
末
を

れ
る
。

「
東
」
に
代
わ
り
「
原
」
が
出
役
し
て
い
る
よ
う
に
、
何
名
か
の
交
代
が
み
ら

従
っ
て
御
当
名
（
親
名
〉
と
出
役
者
の
関
係
は
次
の
よ
う
に
い
え
よ
う
。
各

五
戸
か
ら
一

O
戸
で
構
成
さ
れ
る
名
の
単
位
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
当
名
を
出
役

す
る
家
は
ほ
ぼ
固
定
さ
れ
て
は
い
た
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
出
役
が
困
難
な
場

出
役
し
た
。

合
は
、
多
少
距
離
が
あ
っ
て
も
別
の
家
の
も
の
（
血
縁
関
係
か
）
が
交
代
し
て

さ
て
こ
う
し
た
名
の
歴
史
的
な
起
源
そ
の
も
の
は
、
荘
内
の
上
原
村
の
よ
う
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な
他
地
域
の
事
例
か
ら
し
て
も
中
世
に
遡
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
近
世

の
頭
名
に
継
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
永
万
二
年
三
二
ハ
六
〉
立
券
文

に
伊
尾
村
内
の
名
と
し
て
登
場
す
る
是
貞
、
依
忠
、
依
宗
、
末
恒
、
末
弘
、
貞

行
、
時
国
の
各
名
に
一
致
す
る
も
の
は
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま

た
伊
尾
村
の
場
合
、
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
の
公
文
供
給
米
徴
符
は
残
存
し

て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
伊
尾
村
の
近
世
の
名
と
、
中
世
史
料
か
ら
判
明
す
る
太

田
荘
全
域
に
お
け
る
中
世
の
名
と
の
比
較
を
行
な
っ
て
み
よ
う
。

太
田
荘
域
内
の
各
村
の
史
料
に
み
え
る
中
世
の
名
と
、
こ
れ
に
一
致
す
る
名

前
の
伊
尾
村
の
近
世
の
名
は
別
表
の
よ
う
に
案
外
多
い
。
勿
論
仮
名
を
構
成
す

る
嘉
字
が
そ
れ
程
多
く
は
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
他
村
の
名
と
伊
尾
村

の
名
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
も
偶
然
の
一
致
で
あ
り
、
相
互
の
関
連
性
は
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
は
中
世
の
福
富
名
（
庄
官
名
）
は

上
原
郷
福
富
、
伊
尾
郷
福
富
、
赤
屋
郷
福
富
、
青
近
郷
内
福
富
名
、
そ
し
て

「
郷
々
福
富
」
と
表
現
さ
れ
て
も
い
る
（
嘉
暦
四
年
六
波
羅
下
知
状
、
貞
和
四

年
和
与
状
〉
。
こ
う
し
た
各
郷
に
ま
た
が
る
名
の
分
布
が
唯
一
福
富
名
の
み
の

一、伊尾村の地名と名

特
殊
性
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
貞
宗
以
下
の
名
も
ま
た
伊
尾
と
他
郷
に
ま
た
が

っ
て
い
た
名
で
、
横
断
性
を
も
っ
て
い
た
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

な
お
弘
安
一

O
年
（
一
二
八
七
）
の
注
進
状
（
年
貢
注
文
〉
に
登
場
す
る
「
伊

尾
郷
中
原
新
田
」
に
つ
い
て
は
、
早
大
に
よ
る
『
太
田
荘
調
査
』
が
小
谷
宇
中

原
と
し
て
い
る
。
今
次
の
調
査
で
も
新
し
い
見
解
を
提
出
す
る
こ
と
は
で
き
な

ミ
つ
拘
－
。

カ

中
i

表
4 
伊尾の近世の名と太田荘の中世の名

よとり 広吉三郎丸成末田末延末郎丸四森安石丸近森 清貞次郎丸治郎有 宗固 定宗
警帳名尾伊

お

成末〉汐 大方国末〉田 末延上原村〉 近（守宇村賀 r方ーへ二郎丸大田

立永

券万ー

一
文年

一一
犬意郎占四（安守上思石丸（上尽 清（貞宇き 塑（宇宗寺国 宗（ 貞宇き

建保年徴符ノ、
（ 上郎丸原） 

依遠 吉弘 清貞

村黒淵貞刀元徳二"" 
そ

小豪康雪小震康~ I! 
仁貞万士す.,. 

の

黒測村一寛永
他

五

註（

1
〉
赤
屋
の
場
合
、
大
歳
神
社
の
「
み
よ
う
で
ん
」
と
い
う
よ
う
な
形
で
、
現
在
も

ひ
と
し

名
と
い
う
こ
と
ば
を
使
う
。
藤
井
恒
氏
に
よ
れ
ば
、
み
よ
う
で
ん
と
は
門
徒
で
は

な
い
が
門
徒
み
た
い
な
も
の
で
、
皆
で
祭
っ
て
い
る
「
わ
」
の
う
ち
を
い
う
。
大
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芦田川本流域の村々

た
お
か
み

歳
の
組
に
は
清
水
や
峠
神
も
入
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
「
わ
」
の
う
ち
と
い
う
と
の

こ
と
で
あ
る
。

た
ゅ
う

ハ
2
）
大
夫
の
林
幸
三
氏
に
よ
れ
ば
ミ
コ
田
は
高
村
の
沖
氏
宅
の
下
方
に
あ
り
、
小
作

人
が
耕
作
し
て
い
た
が
、
そ
こ
の
米
を
神
社
に
出
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（3
〉
田
植
神
事
は
明
治
初
年
に
は
す
た
れ
、
現
在
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
（
林
幸
三

氏
、
吉
岡
猪
久
馬
氏
よ
り
）
。
な
お
田
植
神
事
の
原
本
の
所
在
は
未
確
認
で
あ
る
。

本
稿
で
は
吉
岡
猪
久
馬
氏
や
門
藤
幹
夫
氏
が
筆
写
さ
れ
た
も
の
に
よ
っ
た
。

〈
付
記
〉本

節
で
は
検
地
帳
地
名
の
復
原
を
目
的
と
し
た
が
、
こ
の
地
名
の
中
に
は
現
在

人
権
問
題
上
の
配
慮
か
ら
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
地
名
も
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か

し
本
稿
で
は
一
部
地
名
の
削
除
は
せ
ず
、
あ
え
て
判
明
し
た
全
て
の
地
名
の
復

原
・
公
表
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。
本
調
査
が
近
世
の
太
田
荘
の
姿
を
通
じ
て
、

中
世
太
田
荘
の
復
原
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
以
上
、
い
わ
れ
な
き
差

別
に
苦
し
ん
で
き
た
民
衆
の
歴
史
の
解
明
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
検

地
帳
の
分
析
や
御
当
帳
に
み
る
井
原
八
幡
社
祭
記
へ
の
参
加
の
仕
方
等
の
分
析
は

そ
う
し
た
視
角
か
ら
の
史
的
究
明
に
必
ず
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
こ
う
し
た
太
田
荘
域
に
お
け
る
被
差
別
大
衆
の
歴
史
を
本
稿
で
全
面

的
に
分
析
す
る
に
は
、
得
ら
れ
た
史
料
は
余
り
に
断
片
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
今

後
究
明
す
べ
き
き
わ
め
て
重
要
な
課
題
と
し
た
い
。

一、
芦
田
川
流
域
の
濯
減
用
水
と
水
利
慣
行

太
田
荘
中
心
地
域
を
貫
流
す
る
芦
田
川
に
は
近
代
に
は
多
く
の
井
堰
が
設
け

ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
井
堰
の
起
源
に
つ
い
て
直
接
語
っ
て
く
れ
る
文
献
は

な
く
、
用
水
の
歴
史
に
つ
い
て
は
未
詳
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
各
井
堰
に
お
け

る
水
利
慣
行
、
特
に
早
魁
時
に
お
け
る
水
利
慣
行
は
、
水
を
媒
介
と
す
る
近
世

村
落
共
同
体
の
特
質
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
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し
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
各
用
水
開
撃
の
歴
史
的
背
景
を
さ
ぐ
る
こ
と
も
で
き
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

芦
田
川
流
域
に
お
け
る
水
利
に
つ
い
て
は
、
古
く
大
正
五
年
、
農
商
務
省
が

全
国
を
対
象
と
し
て
行
な
っ
た
『
農
業
水
利
慣
行
調
査
』
に
、
太
田
荘
域
該
当

地
域
に
つ
い
て
も
一

O
例
程
（
伊
尾
村
七
例
、
本
郷
三
例
）
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
諸
事
例
の
中
に
は
今
日
で
は
そ
の
追
跡
復
原
が
困
難
な
も
の
も

あ
り
、

い
ず
れ
も
興
味
深
く
貴
重
な
記
述
と
い
え
る
が
、
中
に
は
記
述
が
簡
単

に
す
ぎ
て
報
告
書
の
み
で
は
実
態
を
把
握
し
が
た
い
も
の
も
あ
る
。

以
下
こ
の
先
行
調
査
に
導
か
れ
つ
つ
調
査
を
進
め
た
結
果
を
報
告
す
る
が
、

最
初
に
伊
尾
村
に
お
け
る
主
要
潅
減
水
系
を
略
述
し
て
お
こ
う
。

(1) 

伊
尾
村
の
潅
瓶
用
水

藤
高
氏
（
屋
号
堂
免
〉
所
蔵
国
郡
志
指
出
帳
（
吉
岡
猪
久
馬
氏
筆
写
本
に
よ

っ
た
〉
に
よ
れ
ば
文
政
年
間
の
伊
尾
村
の
堰
、
池
、
溝
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

堰
拾
三
ケ
所

内

尾
郷
川

才
原
井
手

長
拾
八
間

同
JI! 

野
土
井
手

同
拾
八
間
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同
川

多
屋
川

同
Jll 

同
Jll 

山
田
Jll 

同
Jll 

同
JI I 

片
田
Jtl 

二
井
屋
井
手

井
原
井
手

高
田
井
手

寄
末
井
手

仁
河
原
井
手

出
口
井
手

板
屋
井
手

杉
の
平
井
手

同
川

物
っ
幸
川
古
屋
井
手

丸
田
井
手

同
Jll 一

溜
池
七
ケ
所

二、芦田川流域の濯混用水と水利慣行

寺
谷

四
郎
丸

成長実
田）明

新
ィ
や
井
手

内

同
拾
九
間

西
原

同
弐
拾
六
間
半

同
弐
拾
五
間

片
田

同
拾
壱
間

同
六
間

古
屋

同
八
間
半

同
拾
間

一
溝
拾
三
ケ
所

同
四
間

長
三
間

才
原
溝

長
五
間

野
土
溝

同
四
間
半

二
井
（
屋
〉
溝

井
原
溝

高
田
溝

（溜》

水
留
三
畝
十
八
歩

仁
河
原
溝

竪
拾
二
問

横
九
間

貞
享
三
年
－
一
出
来
申
候竪

拾
二
間

同

二

畝

横

五

間

宝
永
三
年
出
来
申
侯

同

三

畝

竪

拾

間

J

横
九
間

同

拾

五

歩

一

塁

間

出
来
申
候
年
代
相
知
レ
不
申
侯

寄
末
溝

出
口
溝

板
屋
溝

杉
之
平
溝

古
屋
溝

丸
田
溝

同

壱
畝
六
歩

右
同
断

同

弐
拾
七
歩

右
同
断

同

弐
拾
壱
歩

右
同
断

内

長
六
丁
拾
四
間

長
拾
壱
丁
三
拾
四
間

長
拾
七
丁
四
拾
五
間

長
拾
五
丁
四
拾
弐
間

長
八
丁
拾
二
問

長
拾
弐
了
弐
拾
壱
問

長
五
丁
拾
五
間

長
壱
丁
九
間

長
五
丁
拾
八
開

長
三
丁
三
間

長
五
了
四
拾
六
間

長
三
丁
五
拾
八
間

竪
四
間

横
九
間

竪
九
閣

横
三
間

竪
五
局

横
四
間
弐
歩
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新
イ
屋
溝

長
七
丁
九
間

芦田川本流域の村々

こ
の
国
郡
志
指
出
帳
の
記
述
と
、
現
況
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
尾
郷
川
は
そ
の
流
域
を
福
塩
線
が
走
る
芦
田
川
最
大
の
支
流
矢
多
田
川

の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
矢
多
田
川
が
芦
田
川
と
合
流
す
る
地
点
の
わ
ず
か
上

流
、
矢
多
田
川
右
岸
に
屋
号
尾
郷
（
お
ご
う
〉
が
あ
り
、
そ
の
前
に
大
悟
（
お

ご
）
橋
が
か
か
っ
て
い
る
。
今
日
こ
の
矢
多
田
川
（
尾
郷
川
）
か
ら
取
水
す

さ
あ
ぽ
ら

る
伊
尾
村
分
の
用
水
は
、
最
上
流
が
左
岸
本
地
に
水
を
供
給
す
る
才
原
井
手
、

つ
い
で
右
岸
甲
斐
村
に
水
を
供
給
す
る
甲
斐
村
井
手
、

つ
い
で
左
岸
本
地
、
下

津
屋
に
水
を
供
給
す
る
に
い
や
井
手
と
な
っ
て
お
り
、
甲
斐
村
井
手
が
近
世
の

野
土
井
手
に
該
当
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
多
屋
川
は
芦
田
川
本
流
を
さ
す
。
矢
多
田
川
合
流
点
よ
り
三

O
Oメ
l

ト
ル
上
流
、
芦
田
川
左
岸
に
屋
号
多
屋
が
あ
り
、
田
谷
橋
が
本
流
に
か
か
る
。

現
在
の
芦
田
川
本
流
に
か
か
る
井
手
は
右
岸
高
田
に
か
か
る
ナ
メ
ラ
井
手
（
別

称
高
田
用
水
な
い
し
上
溝
、
頭
首
工
は
か
つ
て
久
恵
に
あ
っ
た
が
三
川
ダ
ム
に

水
没
し
て
以
降
は
ダ
ム
よ
り
供
給
す
る
）
、
そ
の
下
流
に
右
岸
高
田
に
か
か
る

高
木
井
手
ハ
下
溝
、
頭
首
工
は
梨
木
橋
上
流
に
あ
っ
た
が
、
現
在
は
損
壊
し
て

ナ
メ
ラ
井
手
と
共
有
に
な
っ
て
い
る
）
が
あ
る
。
高
木
井
手
の
名
称
は
近
く
の

地
名
高
木
に
よ
る
。
高
木
井
手
は
高
田
の
北
方
ヨ
リ
ス
エ
（
寄
末
、

ヨ
ロ
ス
エ

と
も
い
う
〉
の
部
分
を
も
潅
概
す
る
。

ナ
メ
ラ
井
手
、
高
木
井
手
と
も
本
来
は

杭
、
そ
だ
、
砂
で
堰
き
、
洪
水
の
都
度
堰
き
直
す
原
始
的
な
井
手
で
あ
っ
た
。

ナ
メ
ラ
井
手
の
上
流
に
新
井
手
が
あ
り
、
高
田
の
う
ち
畑
田
と
呼
ば
れ
る
部
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分
を
潅
減
す
る
が
、
こ
れ
は
近
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
（
大
成
権
音
一
氏
談
）
、

畑
田
の
地
は
そ
の
名
の
示
す
と
お
り
元
来
は
畑
で
あ
っ
た
。

寄
末
に
頭
首
工
を
も
つ
の
が
、

っ
た
や
井
手
で
あ
る
。
主
た
る
濯
減
域
は
尾

首
城
山
と
芦
田
川
本
流
と
の
狭
少
地
を
通
過
し
た
東
方
高
村
で
あ
っ
た
。
高
村

に
っ
た
や
と
い
う
家
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
井
手
名
称
の
語
源
で
あ
ろ
う
。

ほ
か
に
右
岸
に
引
水
す
る
新
宅
井
手
（
別
称
田
淵
井
手
）
が
あ
っ
た
が
、
こ

れ
は
水
車
の
動
力
源
と
し
て
引
水
さ
れ
た
も
の
で
、
濯
甑
用
水
で
は
な
か
っ
た

ら
し
い
。
ま
た
左
岸
に
梅
谷
と
呼
ば
れ
る
狭
小
な
水
田
が
あ
り
、
現
在
は
道
路

拡
幅
の
た
め
消
滅
し
た
が
、

か
つ
て
は
そ
こ
に
引
水
す
る
井
手
が
一
カ
所
あ
っ

た
（
但
し
名
称
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
〉
。
全
般
に
左
岸
は
岸
が
高
い
た
め
、

こ
の
井
手
を
除
き
本
流
か
ら
濯
減
用
水
を
引
水
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
っ
て
い

る。
こ
れ
ら
の
現
在
の
用
水
と
、
国
郡
志
指
出
帳
と
の
対
比
を
行
な
う
な
ら
ば
、

指
出
帳
の
井
原
井
手
は
か
つ
て
存
在
し
た
屋
号
井
原
（
井
原
橋
東
岸
〉
の
一

O

0
メ
ー
ト
ル
上
流
に
堰
口
を
も
っ
現
っ
た
や
井
手
に
該
当
し
、
同
じ
く
寄
末
井

手
は
寄
末
、
を
潅
減
す
る
高
木
井
手
に
、
高
田
井
手
は
高
田
を
濯
概
す
る
ナ
メ
ラ

井
手
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
し
よ
う
。

次
に
山
田
川
に
は
カ
ギ
タ
井
手
（
左
岸
）
、
東
田
井
手
、
松
尾
井
手
（
左
岸
〉
、

ニ
イ
ヤ
井
手
（
左
岸
〉
、
青
垣
井
手
（
左
岸
）
、
塚
前
（
塚
し
げ
〉
井
手
（
左
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岸
〉
、
也
石
原
井
手
（
左
岸
、

」
れ
を
ニ
ゴ
ラ
井
手
と
い
う
人
も
い
る
〉
等
が
設

け
ら
れ
、
魚
切
川
（
山
田
川
の
左
股
で
こ
ち
ら
が
本
流
〉
に
は
ニ
ゴ
ラ
井
手
（
左

〈

ナ

）

イ
マ
ピ
ラ
キ
井
手
（
左
岸
）
、
板
屋
井
手
（
左

岸
）
、
ド
ウ
ゲ
タ
井
手
（
右
岸
）
、

岸
）
、
山
の
神
井
手
（
右
岸
〉
、
段
林
井
手
、
両
川
の
合
流
点
よ
り
下
流
に
山
根

井
手
〈
よ
り
か
ね
井
手
〉
（
段
橋
下
の
井
手
を
段
林
井
手
と
い
う
人
も
い
る
〉
、

そ
の
下
に
ホ
リ
井
手
が
あ
る
と
い
う
。

吉
岡
猪
久
馬
氏
所
蔵
明
治
五
年
四
月
井
手
山
論
済
口
定
書
に
は

（

迫

）

（

板

）

「
柳
ケ
廻
尻
井
手
山
之
儀
者
、
魚
切
川
筋
ニ
而
今
関
井
手
坂
屋
井
手
山
之
神

井
手
段
林
井
手
之
内
弐
ケ
所
、
山
田
川
筋
ニ
而
ハ
東
田
井
手
松
尾
井
手
塚
之

前
井
手
仁
イ
屋
井
手
青
柿
井
手
石
原
井
手
都
合
拾
壱
ケ
所
之
井
手
：
・
」

と
み
え
て
い
る
。

二、芦田川流域の濯翫用水と水利慣行

国
郡
志
指
出
帳
に
一
記
さ
れ
た
三
つ
の
井
手
は
仁
河
原
井
手
は
ニ
ゴ
ラ
井
手
、

出
口
井
手
は
元
屋
号
出
口
（
現
在
は
屋
号
石
シ
ゲ
〉
の
近
辺
に
堰
の
あ
っ
た
山

い
た
や

根
井
手
、
そ
し
て
板
屋
井
手
は
今
日
屋
号
板
屋
近
辺
を
濯
慨
す
る
板
屋
井
手
そ

の
も
の
を
指
す
も
の
と
考
え
た
い
。

な
お
今
日
山
田
川
よ
り
取
水
す
る
用
水
で
最
も
規
模
の
大
き
な
も
の
は
山
の

神
井
手
で
、
山
田
川
流
域
の
み
な
ら
ず
芦
田
川
左
岸
の
高
燥
地
を
も
潅
減
し

て
お
り
、
水
路
総
延
長
は
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
近
く
濯
甑
面
積
は
一
三
町
に
及
ぶ

が
、
国
郡
志
指
出
帳
に
は
山
の
神
井
手
の
名
は
み
え
ず
、
ま
た
溝
の
長
さ
も
五

丁
（
約
五
五

0
メ
ー
ト
ル
〉
ど
ま
り
の
も
の
し
か
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

次
に
片
田
川
に
か
か
る
現
在
の
井
手
は
大
ぼ
の
井
手
、
こ
う
ご
い
わ
井
手
、

杉
の
ひ
ら
井
手
（
右
岸
〉
、

に
い
や
井
手
（
左
岸
〉
等
が
あ
る
が
指
出
帳
に
は

杉
の
平
井
手
の
み
を
記
し
、

に
い
や
井
手
を
木
香
川
に
か
か
る
と
誤
記
し
て
い

る。
次
に
指
出
帳
に
い
う
「
物
っ
幸
川
」
即
ち
木
香
川
に
は
現
在
大
原
井
手
（
右

岸
）
、
山
下
井
手
（
左
岸
）
、
名
称
未
確
認
だ
が
上
中
谷
宅
前
の
井
手
（
左
岸
）
、

あ
ん
ざ
こ
井
手
（
右
岸
）
、
そ
し
て
片
田
川
と
合
流
し
た
の
ち
に
丸
田
井
手
（
右

岸
）
、
原
井
手
（
左
岸
）
、
新
開
井
手
（
左
岸
）
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
指
出
帳
に

記
さ
れ
る
の
は
古
屋
井
手
、

丸
田
井
手
（
現
存
〉
、
新
や
井
手
で
あ
る
が
、
新

や
井
手
が
正
し
く
は
木
香
川
で
は
な
く
片
田
川
に
か
か
る
こ
と
は
先
述
の
と
お

（

3
）
 

り
で
あ
る
。
古
屋
井
手
に
つ
い
て
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

以
上
が
伊
尾
村
に
お
け
る
潅
甑
用
水
の
概
観
で
あ
る
。
全
体
に
文
政
段
階
の

用
水
と
か
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
い
え
る
が
、
数
の
上
で
は
現
在
の
井
堰
の
方

が
若
干
多
い
。
指
出
帳
が
省
略
し
た
の
か
、
文
政
以
降
の
増
設
な
の
か
は
定
か

で
は
な
い
が
、
新
井
手
、
新
関
井
手
、
今
関
井
手
な
ど
は
指
出
帳
に
記
載
も
な

く
、
そ
の
名
称
か
ら
も
比
較
的
新
し
い
時
期
に
増
設
さ
れ
た
井
手
と
考
え
ら
れ

ト民

λ
ノ。

次
に
池
は
七
カ
所
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
小
規
模
な
も
の

ば
か
り
で
あ
る
。
現
在
四
郎
丸
に
は
池
は
な
く
、
実
明
も
「
つ
つ
み
の
横
」
と
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い
う
地
名
に
よ
っ
て
池
の
痕
跡
を
知
り
得
る
程
度
、
城
田
（
こ
う
じ
ゃ
谷
〉
、
片
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固
に
は
池
が
あ
る
が
き
わ
め
て
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
。
現
在
伊
尾
に
は
政
吉

芦田川本流域の村々

池
、
鳳
林
寺
池
（
個
人
池
〉
、
桑
原
池
等
が
あ
る
が
、
指
出
帳
の
記
述
と
一
致
し

な
い
こ
れ
ら
の
池
は
新
し
い
も
の
の
可
能
性
が
強
く
、
特
に
桑
原
池
は
戦
時
中

の
造
成
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

さ
て
以
上
を
ふ
ま
え
て
、
次
に
伊
尾
村
用
水
に
お
け
る
水
利
慣
行
に
つ
い
て

報
告
し
て
み
た
い
。

(2) 

伊
尾
村
の
水
利
慣
行

伊
尾
村
に
お
け
る
水
利
慣
行
の
う
ち
、
最
初
に
高
木
井
手
、
及
び
矢
多
田
川

に
い
や
井
手
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
井
落
と
し
慣
行
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ

う① 

高
木
井
手

大
正
五
年
農
商
務
省
『
農
業
水
利
慣
行
調
査
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
つ
ニ

O
六
頁
）

ー寸

三
川
村
大
字
伊
尾
字
高
田
ニ
於
テ
高
木
堰
ヲ
普
通
ハ
随
意
－
一
引
水
シ
得

ル
モ
、
寄
末
作
人
ハ
高
田
字
ヲ
隔
テ
タ
ル
地
ナ
ル
モ
堰
ハ
同
一
ナ
ル
ニ
依

リ
、
寄
末
へ
引
水
ス
ル
ト
キ
ハ
、
上
流
ノ
堰
場
ヨ
リ
切
り
流
シ
テ
帰
リ
、

幸
合
岩
マ
テ
帰
ラ
サ
レ
ハ
再
度
来
ラ
レ
サ
ル
コ
ト
、
高
田
溝
受
作
人
ハ
寄

〈

ガ

〉

末
ノ
水
引
ハ
幸
合
岩
マ
テ
帰
ラ
サ
レ
ハ
、
再
度
溝
ヲ
堰
キ
水
ヲ
田
ニ
入
ル

、
事
能
ハ
サ
ル
慣
例
ア
リ
」

簡
単
に
す
ぎ
て
難
解
か
も

し
れ
な
い
、
が
、
次
の
よ
う
な

慣
行
を
い
う
。
即
ち
、
高
木
井

手
の
か
か
る
地
域
は
高
田
と

寄
末
で
あ
り
、
前
者
が
上
流
、

後
者
が
下
流
に
あ
る
が
、
こ

の
両
者
の
聞
に
は
芦
田
川
が

山
に
ぶ
つ
か
る
よ
う
な
地
形

の
場
所
が
あ
り
（
竜
王
橋
よ

り
下
流
右
岸
）
、
高
木
井
手
は

そ
の
狭
陸
な
斜
面
地
に
石
垣

等
を
積
み
、
傾
斜
地
を
掘
撃

し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ

幸合岩の下を高木井手が通っている〈手前は芦田Jll)
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写真 1

へん
d

し
て
そ
の
狭
陸
部
約
一

0
0
メ
ー
ト
ル
が
終
わ
る
と
こ
ろ
に
ζ
グ
ご
う
岩
（
字

名
幸
合
岩
、
但
し
神
寵
岩
と
も
記
さ
れ
る
）
と
呼
ば
れ
る
巨
岩
が
あ
り
、
高
木
井

手
は
そ
の
岩
の
下
を
通
過
し
て
寄
末
を
濯
減
し
て
い
る
。
日
常
は
高
田
農
民
は

そ
れ
ぞ
れ
の
田
に
引
水
す
る
た
め
、
各
自
の
井
手
に
ナ
ン
パ
板
と
呼
ば
れ
る
堰

板
を
設
け
て
引
水
し
、
そ
の
余
水
が
寄
末
分
に
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
早
魅
時
及
び
多
量
の
水
を
必
要
と
す
る
田
植
え
時
に
は
寄
末
農
民
は

高
田
地
内
用
水
路
に
設
置
さ
れ
て
い
た
ナ
ン
バ
板
を
は
ず
し
、
全
て
の
水
を
寄
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末
ま
で
一
気
に
落
と
す
こ
と
が
で
き
る
権
利
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。
但
し
寄

末
の
行
動
は
無
制
限
に
許
容
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
高
田
側
は
一
度
寄

末
側
が
井
手
落
と
し
を
終
了
し
た
な
ら
ば
再
度
ナ
ン
バ
板
で
堰
口
を
ふ
さ
ぎ
、

自
身
の
田
に
水
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
上
流
か
ら
順
次
水
を
落
と
し
て

い
っ
た
寄
末
の
人
が
幸
合
岩
に
到
着
す
る
ま
で
は
水
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き

ず
、
到
着
し
た
の
ち
に
は
じ
め
て
堰
く
こ
と
、
が
で
き
る
約
束
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
井
手
落
と
し
は
一
日
に
何
度
も
く
り
返
し
行
な
わ
れ
た
（
一
度
だ
け
で

は
多
く
の
水
は
寄
末
ま
で
到
達
し
な
か
っ
た
ら
し
い
〉
。
寄
末
の
人
が
高
田
の

ナ
ン
パ
板
を
は
ず
し
終
え
て
こ
う
ご
う
岩
に
つ
く
と
同
時
に
、
交
代
要
員
が
上

流
に
む
か
つ
て
出
発
し
、
堰
口
か
ら
再
度
一
カ
所
、
ず
つ
高
田
の
ナ
ン
パ
板
を
落

と
し
な
が
ら
帰
っ
て
く
る
。
早
魁
が
ひ
ど
く
な
れ
ば
そ
れ
だ
け
回
数
も
増
え
、

七
度
も
八
度
も
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
普
通
だ
っ
た
。

二、芦田川流域の濯瓶用水と水利慣行

早
魅
時
の
高
田
に
と
っ
て
は
寄
末
方
が
こ
う
ご
う
岩
か
ら
堰
口
ま
で
登
っ
て

く
る
時
間
の
間
だ
け
水
あ
て
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
が
、
上

流
に
あ
る
た
め
高
田
の
方
は
そ
れ
ほ
ど
深
刻
に
用
水
に
悩
む
こ
と
は
な
か
っ
た

ょ
う
で
あ
る
。

高
木
井
手
は
指
出
帳
で
の
呼
称
は
寄
末
井
手
で
あ
り
、
濯
波
面
積
も
高
田
分

一一一

i
四
町
に
対
し
寄
末
は
一
五

i
六
町
も
あ
っ
て
元
来
は
寄
末
へ
の
分
水
を
目

的
に
、
高
田
地
内
を
通
る
形
で
開
撃
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
高
田
は
寄
末
井

手
に
土
地
を
提
供
す
る
か
わ
り
に
水
利
権
を
得
た
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
の

は
元
来
高
田
に
は
ナ
メ
ラ
井
手
が
あ
っ
て
、
地
形
か
ら
判
断
す
る
限
り
ナ
メ
ラ

井
手
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
村
内
の
耕
作
が
可
能
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
高
田
の
水
田
の
う
ち
ナ
メ
ラ
井
手
が
か
り
は
一
三
町
、
高
木
井
手
が

か
り
は
一
一
一

i
四
町
、
新
井
手
が
か
り
は
一

i
二
町
程
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
高
田

に
お
け
る
高
木
井
手
の
比
重
は
軽
か
っ
た
し
、
ま
た
ナ
メ
ラ
井
手
の
ウ
ダ
リ
水

（
余
水
〉
は
高
木
井
手
が
か
り
に
も
落
ち
る
よ
う
に
す
る
慣
習
も
あ
っ
た
。
即

ち
そ
の
た
め
ナ
メ
ラ
井
手
が
か
り
の
畦
畔
は
土
手
の
ま
ま
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
本
来
ナ
メ
ラ
井
手
の
水
で
高
田
全

体
を
濯
甑
し
て
い
た
こ
と
の
名
残
で
は
な
か
ろ
う
か
。

寄
末
が
井
落
と
し
の
権
利
を
得
て
い
た
の
は
高
木
井
手
が
元
来
寄
末
の
水
路

と
し
て
作
ら
れ
た
と
い
う
歴
史
性
に
起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

間
取
調
査

前
久
保
さ
と
し
氏
（
大
正
四
年
生
）
、
祢
宜
本
重
二
氏
、

田
治
林
昭
氏
、

橋
本
実
二
氏
ハ
大
正
五
年
生
）

② 

に
い
や
井
手
（
矢
多
田
川
）

高
木
井
手
に
類
似
し
た
慣
行
が
み
ら
れ
る
の
が
本
地
・
下
津
屋
に
水
を
供
給

す
る
矢
多
田
川
・
に
い
や
井
手
で
あ
る
。
に
い
や
井
手
に
お
け
る
井
落
と
し
慣

行
に
つ
い
て
農
商
務
省
調
査
の
言
及
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

に
い
や
井
手
は
取
水
口
よ
り
ほ
ぼ
福
塩
線
の
谷
側
（
西
側
〉
の
河
岸
段
丘
崖
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下
を
流
れ
、

い
わ
ゆ
る
坊
主
岩
（
下
津
屋
の
人
の
呼
称
。
本
地
の
人
は
特
に
坊

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked



芦田川本流域の村々

図1

上溝

高

坊主岩分水点

主
岩
と
い
わ
な
い
よ
う
で
あ
る
〉
の
所
で
、
本
地
の
み
濯
慨
す
る
上
溝
と
、
本

地
及
び
下
津
屋
を
潅
概
す
る
下
溝
に
二
分
さ
れ
る
。
こ
の
坊
主
岩
と
い
う
の
は

水
路
の
中
に
あ
る
石
で
、
右
図
の
よ
う
な
配
置
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
全
て
の

水
が
低
い
下
溝
ヘ
流
れ
て
し
ま
う
こ
と
な
く
、
適
切
に
配
分
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
即
ち
坊
主
岩
の
両
脇
か
ら
漏
れ
落
ち
る
水
が
下
溝
ヘ
、
落
ち
な
か

っ
た
水
が
上
溝
へ
行
く
わ
け
で
、
こ
の
特
異
な
分
水
装
置
坊
主
岩
は
何
人
と
い

え
ど
も
「
絹
う
で
は
な
ら
ぬ
」
し
き
た
り
で
あ
っ
た
。

こ
の
坊
主
岩
の
上
を
水
が
越
え
て
い
る
よ
う
な
ら
水
は
十
分
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
坊
主
岩
の
上
よ
り
水
位
が
下
が
る
よ
う
に
な
る
と
、
下
溝
で
は
水

落
と
し
が
行
な
わ
れ
た
。
即
ち
平
時
は
本
地
は
水
路
に
石
な
ど
を
置
い
て
、
あ

て
場
（
取
入
口
〉
を
作
り
、
下
津
屋
に
は
そ
の
残
り
が
流
入
し
て
い
た
が
、
旦
干

魁
時
に
は
下
津
屋
農
民
は
下
溝
内
に
お
か
れ
た
あ
て
場
用
の
石
を
は
ず
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
全
て
の
水
が
下
津
屋
に
流
下
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

つ
ま
り
現
在
は
福
塩
線
に
よ
っ
て
切
り
取
ら
れ
て
い
る
が
、
本
地
・
下
津
屋
の
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境
界
に
芦
田
川
に
突
き
出
る
よ
う
に
山
が
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
下
津
屋
側
が
堰

石
を
は
ず
し
な
が
ら
坊
主
岩
ま
で
遡
り
、
下
津
屋
側
が
再
び
戻
る
と
本
地
側
は

再
度
用
水
を
堰
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

｜
｜
水
落
と
し
は
田
植
え
の
時
も
や
る
し
、
荒
田
を
こ
さ
え
る
時
（
六
月
の

中
頃
、
麦
を
苅
っ
て
か
ら
）
も
や
っ
た
。
下
津
屋
の
一
番
上
の
「
っ
た
や
」
と

い
う
家
が
村
境
だ
っ
た
が
、
そ
こ
が
こ
ま
い
（
小
さ
な
〉
店
を
し
て
い
た
の

で
、
じ
ゃ
ま
を
し
て
交
代
で
い
っ
た
。
そ
こ
に
や
ず
（
薮
〉
が
あ
り
、
昼
は
仁

王
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
か
げ
が
あ
れ
ば
休
み
、
夜
寒
い
時
は
火
を
焚
い
た
。
水
落

と
し
に
行
く
の
は
一
人
ず
つ
で
、
坊
主
岩
に
着
く
と
煙
草
一
服
や
小
便
程
度
は

認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
小
便
し
た
く
な
く
と
も
し
た
よ
う
な
ふ
り
を
し
て
時

聞
を
か
せ
い
だ
。
本
地
方
の
皆
が
み
て
い
て
、
立
ち
話
を
し
て
い
て
も
「
早
ょ

う
去
ね
」
と
叱
ら
れ
、

「
用
も
な
い
の
に
お
る
」
と
途
中
の
人
に
ご
と
ご
と
い

わ
れ
た
。
本
地
は
下
津
屋
が
（
下
る
際
も
〉
落
と
し
た
と
こ
ろ
の
あ
て
場
を
こ

さ
に
ゃ
あ
て
ら
れ
ん
。
回
に
い
て
「
ご
く
ろ
う
さ
ん
」
と
は
い
う
が
、

ふ
り
返
っ

て
下
津
屋
方
が
一
足
で
も
の
い
た
ら
、
水
を
と
め
た
（
な
お
下
津
屋
の
山
か
げ

に
帰
っ
て
そ
の
姿
が
み
え
な
く
な
る
ま
で
待
つ
の
が
本
当
だ
と
い
う
人
も
複
数

い
た
〉
。
一
日
二
交
代
、
昼
は
昼
、
夜
は
夜
で
水
番
を
し
た
。
昔
は
今
よ
り
耕

地
が
大
方
倍
あ
っ
た
（
芦
田
川
河
川
改
修
、
三
川
駅
前
の
宅
地
増
加
、
減
反

等
で
耕
地
が
減
少
し
た
）
。
麦
も
植
え
た
か
ら
余
計
田
が
か
ら
か
ら
に
な
っ
て
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い
た
。
あ
ん
な
頃
の
こ
と
思
ゃ
、
今
は
話
に
な
ら
ん
。

と
い
う
の
が
福
永
力
男
氏
（
明
治
三
十
九
年
生
、
下
津
屋
〉
や
岡
田
は
る
え

さ
ん
（
大
正
十
一
年
生
、
下
津
屋
〉
の
御
意
見
で
あ
る
。

（
他
に
本
地

森
次
郎
氏
〈
昭
和
六
年
生
〉
、
末
国
喜
好
氏
〈
大
正
五
年
生
〉
ら
か
ら

も
聞
き
取
り
〉

に
い
や
井
手
そ
の
も
の
は
井
手
費
用
（
堰
く
時
や
こ
わ
れ
た
時
の
費
用
〉
分

担
が
四
分
六
、
即
ち
下
津
屋
が
四
分
、
本
地
が
六
分
（
今
は
水
田
面
積
の
変
化

に
よ
り
半
々
）
と
な
っ
て
お
り
、
両
村
立
会
の
井
堰
で
、
そ
の
う
ち
上
溝
は
本

地
が
独
占
す
る
。
し
か
し
下
溝
に
つ
い
て
は
下
津
屋
へ
の
水
供
給
を
目
的
に
設

置
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
地
そ
の
も
の
は
下
溝
が
な
く
と
も
上
溝
か
ら
引

水
可
能
な
地
形
で
あ
っ
た
。
本
地
は
下
溝
に
土
地
（
溝
敷
〉
を
提
供
す
る
代
わ

り
に
水
利
権
を
獲
得
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
下
津
屋
の
水
落
と
し
が
下
溝
の
範

囲
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
決
し
て
坊
主
岩
よ
り
上
流
や
上
溝
に
行
く
こ
と
が
で

二、芦田川流域の濯概用水と水利慣行

き
な
か
っ
た
の
は
、
そ
う
し
た
歴
史
的
な
背
景
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

後
掲
の
農
商
務
省
調
査
（
下
段
）
に
い
う
下
津
屋
谷
用
水
の
呼
称
は
こ
の
に
い

や
井
手
下
溝
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
下
津
屋
用
の
用
水
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

八
田
原
ダ
ム
の
完
成
に
伴
い
下
津
屋
耕
地
は
水
没
を
ま
ぬ
が
れ
る
た
め
に

盛
土
さ
れ
、
今
後
は
八
田
原
ダ
ム
の
水
の
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
潅
慨
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
も
は
や
水
落
と
し
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
永
久
に
な

く
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
今
日
で
も
坊
主
岩
の
分
水
装
置
は
、
誰
も
さ
わ
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
き
ま
り
に
守
ら
れ
つ
つ
、
昔
の
ま
ま
に
機
能
を
は
た
し
つ

づ
け
て
い
る
。

③ 

才
原
井
手
、
甲
斐
村
井
手
、
に
い
や
井
手
の
三
井
堰
の
関
係

次
に
各
井
手
間
に
み
ら
れ
る
水
利
慣
行
を
み
て
み
た
い
。
右
の
三
井
堰
は
上

流
か
ら
順
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
才
原
井
手
左
岸
約
三
町
、
甲
斐
村
井

手
右
岸
一

O
町、

に
い
や
井
手
左
岸
約
一
五

i
二
O
町
を
潅
慨
し
て
い
る
。

こ
の
三
井
手
の
関
係
に
つ
い
て
大
正
五
年
農
商
務
省
『
農
業
水
利
慣
行
調

査
』
は「

三
川
村
大
字
伊
尾
甲
斐
村
谷
下
津
屋
用
水
矢
多
田
川
筋
才
ノ
原
井
手
溝
ハ

水
量
木
一
一
依
リ
深
サ
五
寸
幅
三
尺
一
寸
丈
ノ
水
ノ
通
ル
丈
、
下
津
屋
谷
及

ハ
こ
れ
）

本
地
谷
ノ
者
堰
キ
、
之
以
外
堰
ク
事
ヲ
得
ズ
、
右
様
ノ
例
市
河
原
井
手
一
一

モ
ア
リ
、
市
シ
テ
右
二
項
共
文
政
九
年
八
月
五
日
ノ
定
約
書
一
一
依
リ
、
甲

斐
村
谷
、
下
津
屋
、
本
地
－
一
保
存
セ
リ
」

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
慣
行
は
最
上
流
に
あ
る
才
原
井
手
が
完
全
に
矢
多
田
川

を
堰
き
と
め
て
し
ま
う
と
、
下
流
に
あ
る
甲
斐
村
井
手
、

に
い
や
井
手
（
下
津

屋
谷
井
手
）
が
困
窮
す
る
た
め
、
才
原
井
手
の
取
水
口
を
制
限
し
、
深
さ
五
寸

幅
三
尺
一
寸
の
木
枠
（
切
コ
と
い
う
）
を
設
定
し
て
い
た
こ
と
を
指
そ
う
。
ま

た
市
河
原
井
手
は
未
詳
だ
が
、
甲
斐
村
井
手
そ
の
も
の
を
指
そ
う
か
。
あ
る
い

い
ち
ご
う
ら

は
市
河
原
と
い
う
地
名
は
甲
斐
村
井
手
の
上
流
右
岸
に
あ
り
、
そ
の
上
方
、
才
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芦田川本流域の村々

才
原

? A 井
,Jf）矢手

市｛語審
j可｛同地
原tJll -

（
本
地
・
下
津
屋
）

に
い
や
井
手

矢多川の水利図2

原
井
手
二

0
0メ
ー
ト
ル
下
流
に
二

O
年
程
前
ま
で
別
の
井
手
が
あ
っ
た
と
も

い
う
か
ら
（
河
原
寛
二
氏
談
〉
、
そ
の
井
堰
を
指
す
も
の
か
。
お
そ
ら
く
前
者
の

で
あ
る
。

甲
斐
村
井
手
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
井
手
に
も
同
様
の
制
限
が
あ
っ
た
訳

こ
の
調
査
報
告
に
書
か
れ
た
＝
一
井
堰
の
関
係
を
現
段
階
で
再
確
認
す
る
こ
と

は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
本
地
、
大
原
繁
澄
氏
の
記
憶
で
は
深
さ
五
寸
と
い
う

取
り
決
め
は
あ
っ
た
が
、
早
魁
の
時
の
み
行
な
わ
れ
、
普
段
キ
リ
コ
を
あ
て
る

こ
と
は
し
な
か
っ
た
と
い
い
、
文
政
約
定
書
の
存
在
も
き
か
な
い
と
い
う
。

甲
斐
村
、
門
藤
幹
夫
氏
の
ノ
i
ト
に
よ
れ
ば
才
原
井
手
三
尺
四
寸
切
コ
、
甲

行
と
は
変
化
が
あ
る
。

斐
村
井
手
は
一
尺
八
寸
切
コ
分
を
新
屋
井
手
に
落
と
す
と
あ
り
、
大
正
期
の
慣

こ
の
よ
う
に
大
正
五
年
に
記
録
さ
れ
た
水
利
慣
行
の
実
態
は
今
日
で
は
殆
ど

忘
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
三
井
堰
聞
に
激
し
い
水
争
い
の
あ
っ
た
こ
と
は
古
老
に

し
っ
か
り
記
憶
さ
れ
て
い
る
。
才
原
井
手
と
に
い
や
井
手
は
同
じ
左
岸
本
地
村
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が
受
益
地
で
あ
り
、

か
つ
才
原
井
手
の
か
か
り
の
面
積
は
三
町
と
少
な
か
っ

た
。
最
上
流
に
あ
っ
て
優
位
な
才
原
井
手
か
ら
多
量
の
水
を
取
水
す
れ
ば
、
そ

の
余
水
を
同
じ
村
内
の
に
い
や
井
手
が
か
り
に
落
と
す
こ
と
が
で
き
た
。
昭
和

一
四
年
の
皐
魁
で
は
才
原
井
手
、
甲
斐
村
井
手
が
取
水
し
た
の
ち
に
は
、

に
い

や
井
手
に
は
殆
ど
水
が
こ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
下
津
屋
農
民
は
本
来
的
に
は

自
分
た
ち
の
井
堰
で
は
な
い
才
原
井
手
の
水
あ
て
を
積
極
的
に
行
な
い
、
そ
の

余
水
を
自
身
の
水
田
で
あ
る
下
津
屋
に
引
水
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
本
地
の
人

聞
は
自
分
で
は
何
も
し
な
く
と
も
田
に
水
が
入
っ
た
と
い
う
笑
い
話
に
も
似
た

話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
（
吉
岡
猪
久
馬
氏
談
〉
、
当
然
こ
う
し
た
こ
と
は
甲
斐

村
の
反
感
を
招
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
明
治
二
三
年
七
月
に
は
甲
斐
村
側
が
才
原

井
手
を
切
り
、
本
地
側
が
切
コ
を
改
め
る
等
乱
闘
事
件
が
あ
り
、
巡
査
が
出
動

す
る
事
態
に
な
っ
た
と
の
話
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
故
森
近
仁
助
氏
談
と
し
て

前
掲
ノ
l
ト）。

ほ
か
に
も
甲
斐
村
井
手
側
が
お
こ
っ
て
才
原
井
手
を
落
と
し

た
こ
と
は
昭
和
に
な
っ
て
も
二

1
三
回
は
あ
っ
た
と
記
憶
さ
れ
て
い
る
。

切
コ
の
規
定
は
こ
う
し
た
対
立
の
中
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
ほ
か

に
も
才
原
井
手
の
お
と
し
（
余
水
吐
）
か
ら
落
と
す
分
は
井
手
か
ら
堰
い
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
慣
行
（
余
分
に
は
と
れ
な
い
の
意
で
あ
ろ
う
）
や
、
才
原
井

手
、
甲
斐
村
井
手
を
堰
く
際
に
は
井
手
を
砂
で
堰
か
ね
ば
な
ら
ず
、
む
し
ろ
は

あ
て
て
は
い
け
な
か
っ
た
（
完
全
に
水
を
と
め
て
は
い
け
な
い
〉
と
い
う
き
ま
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り
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

文
政
約
定
書
に
つ
い
て
は
調
査
期
聞
が
短
か
っ
た
せ
い
も
あ
ろ
う
が
、
聞
き

取
り
の
範
囲
内
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
村
人
が
周
知
す
る
よ

う
な
形
で
存
在
し
て
は
い
な
い
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。

文
政
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
慣
行
は
、
昭
和
中
期
に
到
っ
て
大
き
く
変
化
し

た
ら
し
い
。
各
井
手
は
そ
れ
ま
で
杭
、
柴
、
土
、
石
を
使
用
し
て
の
原
始
的
井

手
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
ま
も
な
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
改
修
さ
れ
た
（
正
伝
憲
夫

氏
が
野
戦
か
ら
帰
っ
た
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
）
。
取
水
の

仕
方
、
取
水
量
は
ほ
ぼ
一
律
一
定
と
な
り
、
切
コ
を
用
い
て
の
厳
格
な
取
水
規

定
も
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
実
質
的
な
意
味
を
失
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
大
正
五

年
に
記
録
さ
れ
た
慣
習
が
殆
ど
忘
却
さ
れ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
せ
い

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

二、芦田川流域の濯甑用水と水利慣行

間
取
調
査

河
原
寛
二
氏
（
大
正
五
年
生
〉
、
楠
木
栄
氏
、
正
伝
憲
夫
氏
（
大
正
四
年

生
）
、
池
田
昌
一
氏
（
明
治
三
七
年
生
）
〈
以
上
本
地
〉

門
藤
幹
夫
氏
〈
甲
斐
村
〉

④ 

山
の
神
井
手
（
山
田
井
手
）

山
の
神
井
手
（
別
称
山
田
井
手
〉
の
濯
甑
地
域
は
山
田
及
び
桑
原
で
、
大
正

九
年
山
の
神
井
手
反
別
帳
に
よ
れ
ば
そ
の
か
か
り
は
一
三
町
五
反
三
畝
一
五

歩
で
あ
っ
た
。
取
水
口
は
山
田
川
（
魚
切
川
）
の
通
称
山
の
神
に
あ
り
、
そ
の

「
じ
ゅ
う
の
す
え
」
（
用
水
末
端
〉
は
三
川
ダ
ム
完
成
前
は
桑
原
下
組
元
庄
屋
土

屋
氏
（
屋
号
土
居
）
の
回
二
、
三
枚
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
延
長
は
二
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
に
及
び
、
小
河
川
を
水
源
と
す
る
割
に
は
長
大
な
水
路
で
あ
っ
た
。

山
の
神
井
手
の
水
利
の
特
色
は
早
魁
時
に
お
け
る
番
水
慣
行
で
あ
る
。
山
の

神
井
手
で
は
早
魁
の
度
合
に
応
じ
二
段
階
の
措
置
を
採
っ
た
。
第
一
段
階
で
は

桑
原
の
水
が
不
足
し
始
め
る
と
、
桑
原
の
農
民
が
上
に
あ
が
っ
て
水
を
半
々
に

し
た
。
水
を
ば
っ
さ
り
止
め
る
の
で
は
な
く
、
石
を
置
い
て
取
水
口
を
半
分
に

す
る
。
切
コ
も
や
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
次
第
に
そ
れ
ら
で
は
ま
・
に
あ
わ
な
く

な
る
。そ

れ
で
い
よ
い
よ
と
な
っ
て
第
二
段
階
と
な
り
、
夜
は
山
田
、
昼
は
桑
原
が

独
占
し
て
水
を
と
る
と
い
う
分
配
水
を
行
な
っ
た
。
昼
水
に
な
れ
ば
桑
原
方
は

通
称
荒
神
風
自
に
あ
っ
た
山
田
へ
の
分
水
点
を
と
め
、
全
て
を
桑
原
方
ヘ
引
水

し
た
の
で
あ
る
。

夜
・
昼
の
区
別
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
荒
神
風
呂
の
対
岸
（
山

田
川
左
岸
〉
に
も
り
ひ
ら
と
呼
ば
れ
る
家
が
あ
っ
た
（
現
在
若
干
移
動
し
て
い

る
〉
。
そ
の
家
に
昼
水
の
権
利
を
も
っ
桑
原
方
が
待
機
し
て
お
り
、
置
か
れ
て

い
た
番
台
の
上
で
銭
（
一
文
銭
〉
の
表
・
裏
が
区
別
で
き
る
程
明
る
く
な
っ
た

ら
、
そ
れ
を
確
か
め
た
本
人
が
対
岸
を
か
け
登
り
、
荒
神
風
呂
分
水
点
の
水
を

桑
原
方
に
落
と
す
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
場
合
、
表
裏
を
確
認
す
る
場
所
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
も
り
ひ
ら
は
山
影
に
あ
っ
て
日
の
あ
た
る
の
が
遅
く
、
そ
の
場
所
を
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変
え
れ
ば
桑
原
方
に
著
し
く
有
利
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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ま
た
表
一
畏
を
確
認
し
た
本
人
自
身
が
上
に
あ
が
っ
て
水
を
落
と
さ
ね
ば
な
ら

芦田川本流域の村々

な
か
っ
た
。
即
ち
確
認
し
た
の
ち
仲
間
の
別
の
人
物
に
大
声
で
連
絡
し
て
、
間

い
た
人
聞
が
水
を
落
と
す
と
い
っ
た
行
為
も
禁
じ
ら
れ
て
い
た
（
以
上
主
と
し

て
吉
岡
猪
久
馬
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
っ
た
）
。

こ
の
山
の
神
井
手
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
記
録
が
吉
岡
氏
宅
に
保
存
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
群
は
山
の
神
井
手
の
流
末
五
反
田
に
関
す
る
も
の
で
、

概
要
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
皐
魁
の
折
、
本
来
は
片
田
川
新
イ
屋
井
手

の
懸
り
で
あ
っ
た
五
反
田
の
三
反
五
畝
に
土
居
久
米
右
衛
門
が
山
の
神
井
手
の

水
を
引
水
し
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
紛
争
に
な
っ
た
。
協
議
の
結
果
、
正
規
の

水
利
権
は
片
田
川
に
あ
る
が
、
久
米
右
衛
門
の
山
の
神
井
手
に
対
す
る
貢
献
を

考
慮
し
、
助
ケ
水
と
し
て
一
口
前
を
分
け
遣
わ
す
が
、
他
人
ヘ
売
却
・
譲
渡
の

際
は
水
利
権
は
消
滅
す
る
も
の
と
し
安
政
年
聞
に
規
定
書
を
作
成
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
彼
の
子
孫
に
あ
た
る
人
物
が
明
治
一
五
年
か
ら
二
二
年
に
か
け
て
こ

の
田
を
売
却
し
な
が
ら
用
水
権
を
主
張
し
、
助
水
代
と
し
て
多
分
の
代
米
を
徴

収
し
た
こ
と
を
村
人
が
不
満
と
し
、
訴
訟
を
起
こ
そ
う
と
し
た
こ
と
に
関
す
る

史
料
数
点
で
あ
る
。

今
一
点
は
大
正
五
年
の
皐
魅
で
田
植
水
が
不
足
し
て
き
た
の
で
廻
シ
水
を
行

な
っ
た
詳
細
な
記
録
（
山
の
神
井
手
下
タ
廻
シ
水
覚
帳
）
で
あ
る
。

前
者
の
記
録
で
注
目
し
た
い
の
は

「
全
グ
其
辺
不
ν
残
新
イ
屋
井
手
懸
リ
ニ
相
違
無
v
之
義
ハ
判
然
－
一
候
へ
共
、

山
ノ
神
井
手
溝
堀
出
夫
連
中
一
一
テ
久
米
右
衛
門
相
勤
メ
居
候
一
一
付
」

と
い
う
理
由
で
彼
の
助
ケ
水
の
権
利
が
容
認
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
井
手
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溝
堀
と
は
い
わ
ゆ
る
井
手
溝
役
、
溝
掃
除
等
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
が
、
単
な
る
管

理
上
の
行
為
、
労
働
奉
仕
で
は
な
く
、
溝
掘
撃
も
含
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
久
米

右
衛
門
は
庄
屋
だ
っ
た
。
こ
の
井
手
溝
堀
人
夫
を
彼
が
相
勤
め
た
と
い
う
こ
と

は
、
山
の
神
井
手
開
墾
そ
の
も
の
を
久
米
右
衛
門
（
な
い
し
そ
の
先
祖
）
が
主
導

し
た
こ
と
を
意
味
し
て
は
い
ま
い
か
。
し
て
み
る
と
山
の
神
井
手
は
嘉
永
を
遡

る
こ
と
数
十
年
前
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
先
に
文
政
の
国
郡
志
指

出
帳
に
山
の
神
井
手
が
登
場
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
て
み
る
と
山
の
神

井
手
は
文
政
（
一
八
一
八

1
〉
か
ら
嘉
永
（
一
八
四
八
j
〉
の
聞
に
作
ら
れ
た

可
能
性
が
濃
厚
と
も
い
え
よ
う
。

山
の
神
井
手
を
観
察
す
る
と
荒
神
風
呂
か
ら
桑
原
に
か
け
て
は
山
腹
の
高
所

を
ほ
ぼ
等
高
線
に
平
行
に
水
路
が
作
ら
れ
て
お
り
、
高
度
な
測
量
技
術
に
よ
っ

て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
ま
た
伝
承
と
し
て
山
の
神
井
手
は
荒
神
風
呂

ま
で
が
最
初
に
で
き
て
、

の
ち
に
桑
原
に
延
長
さ
れ
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
現

在
の
反
別
は
大
正
期
よ
り
も
大
幅
に
減
っ
て
全
体
が
九
五
九
・
七
ア
ー
ル
、
そ

の
内
訳
は

桑
原
分
八
六
四
・
七
ア
ー
ル

山
田
分

九
五
・

0
ア
ー
ル

山
田
分
の
内
荒
神
風
呂
よ
り
下
流
の
分
約
三

0
ア
ー
ル

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked



と
な
っ
て
い
る
。
山
の
神
井
手
は
八
割
方
が
桑
原
分
用
水
な
の
だ
が
、
そ
の
割

に
は
昼
夜
の
折
半
は
桑
原
方
に
は
苛
酷
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
山
の
神
井
手
の

水
源
は
山
田
に
あ
り
、
そ
の
下
流
に
も
い
く
つ
か
山
田
の
水
田
を
濯
概
す
る
井

堰
が
あ
っ
た
。
当
初
山
田
用
水
と
し
て
作
ら
れ
た
山
の
神
井
手
を
桑
原
ま
で
延

長
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
に
あ
た
り
、
桑
原
方
は
大
幅
な
譲
歩
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
山
の
神
井
手
に
依
拠
す
る
桑
原
分
の
耕
地
一

O
町
弱
の

水
田
化
が
な
さ
れ
た
の
は
、
案
外
に
新
し
い
時
期
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

桑
原
は
常
習
の
水
不
足
地
帯
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
水
げ
ん
か
は
溝
に
入
っ

て
せ
よ
」
と
い
う
言
葉
に
み
る
よ
う
に
、

口
論
の
際
も
自
分
自
身
が
水
路
の
中

に
す
わ
り
こ
ん
で
板
ぐ
わ
を
水
に
つ
け
、
身
体
を
堰
が
わ
り
に
し
て
自
身
の
田

に
水
を
引
く
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
僅
か
な
水
が
あ
た
る
だ
け
で
も
稲
の
収
量

に
は
相
当
な
差
異
が
出
た
も
の
と
い
う
。
農
民
の
死
活
を
分
け
る
行
動
で
あ
っ

こ、芦田川流域の濯混用水と水利慣行

た
が
、
こ
う
し
た
こ
と
は
山
の
神
井
手
開
撃
に
伴
い
、

一
帯
の
畑
地
が
用
水
量

の
限
界
に
ま
で
水
固
化
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

⑤ 

そ
の
他
の
伊
尾
村
に
お
け
る
水
利
慣
行

大
正
五
年
水
利
調
査
報
告
に
記
さ
れ
た
そ
の
他
の
慣
行
に
も
ふ
れ
て
お
く
。

①
「
三
川
村
大
字
伊
尾
高
田
千
二
百
九
十
番
地
ヨ
リ
千
三
百
八
番
ノ
九
、
千
三

（余）

百
八
番
ノ
十
、
田
ニ
限
リ
早
魁
ノ
時
、
溝
ノ
上
へ
樋
ヲ
掛
ケ
溝
ノ
除
水
ヲ

引
水
ス
ル
時
例
ア
リ
」

こ
れ
は
か
な
り
新
し
い
慣
行
で
あ
る
。
藤
高
氏
の
話
に
よ
れ
ば
ナ
メ
ラ
井
手
の

余
水
を
受
け
る
川
で
、
耕
地
整
理
の
際
作
ら
れ
た
た
め
整
理
川
と
呼
ば
れ
る
川

が
あ
り
、

ヨ
リ
ス
エ
に
水
を
供
給
し
て
い
た
が
、
早
魅
時
に
は
樋
を
掛
け
て
ひ

っ
ば
っ
て
高
田
に
揚
水
し
た
と
い
う
。
吉
岡
氏
所
蔵
文
書
中
の
明
治
四
三
年
契

約
書
に
は

「
字
高
田
耕
地
整
理
執
行
一
一
付
テ
ハ
該
水
路
字
幸
合
岩
字
宮
野
沖
（
※
寄
末

の
こ
と
〉
田
地
所
有
者
一
一
於
－
京
ア
ノ
為
メ
字
高
田
千
三
百
六
番
地

田
、
千
三
百
七
番
地
田
、
千
三
百
一
番
地
回
へ
濯
甑
用
水
引
水
シ
難
キ
場

合
ハ
高
木
井
手
用
水
溝
へ
掛
樋
ヲ
ナ
シ
行
水
ス
ト
モ
故
障
ナ
キ
事
」

と
あ
り
、
さ
ら
に
不
足
す
る
場
合
は
吉
原
溝
よ
り
引
水
す
る
こ
と
、
ほ
か
の
規

定
が
あ
り
、
さ
ら
に
詳
細
な
別
の
協
定
書
も
同
時
に
作
ら
れ
て
い
る
。
大
正
五

年
報
告
書
に
い
う
慣
行
は
わ
ず
か
六
年
前
の
耕
地
整
理
時
に
発
生
し
た
新
し
い

慣
行
と
い
え
よ
う
。

②
「
三
川
村
大
字
伊
尾
字
大
原
一
一
於
テ
一
町
一
反
歩
ノ
モ
ノ
ニ
対
シ
普
通
ハ
随

意
引
水
ス
ル
モ
皐
害
ノ
時
ハ
赤
土
塗
又
ハ
土
管
ヲ
敷
設
シ
五
口
ニ
分
チ
分

水
ス
ル
モ
費
用
ハ
反
別
割
ト
ス
」

沖
田
友
太
郎
氏
に
よ
れ
ば
赤
土
塗
で
井
手
を
漏
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は

早
魁
時
に
は
あ
っ
た
し
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
禁
止
）
、

キ
リ
コ
も
行
な
っ
た
が
、

右
の
よ
う
な
規
定
に
つ
い
て
は
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

③
「
三
川
村
大
字
伊
尾
村
字
永
幸
ニ
於
テ
片
田
川
ヲ
堰
キ
約
七
町
五
反
余
歩
一
一
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田
川
滑
堰
ハ
普
通
ハ
自
由
ニ
引
水
ス
ル
モ
皐
魁
ノ
際
ハ
関
係
者
協
議
ノ

芦田川本流域の村々

上
、
水
番
ヲ
附
シ
テ
順
次
－
一
同
シ
水
ト
ス
ル
ノ
慣
例
ア
リ
」

④
「
大
字
伊
尾
字
永
幸
瀬
戸
ニ
於
テ
反
別
七
町
三
反
三
畝
歩
ノ
用
水
片
田
川
、

新
井
谷
井
手
ノ
水
上
、
杉
ノ
平
井
手
以
降
ノ
水
ヲ
引
キ
、
然
シ
テ
杉
ノ
平

井
手
溝
ヲ
下
ル
五
十
三
間
ノ
所
一
一
テ
本
井
手
用
水
ノ
三
分
ヲ
切
溝
ニ
テ
新

井
谷
井
手
へ
落
ス
事
ニ
テ
、
杉
ノ
平
井
手
ハ
早
魅
ノ
時
ト
雄
モ
塗
リ
止
メ

出
来
サ
ル
慣
習
ア
リ
」

前
項
③
前
半
と
後
項
④
は
同
じ
慣
行
を
い
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
キ
リ

コ
（
文
中
「
切
溝
」
）
に
よ
る
分
水
は
現
在
も
み
ら
れ
、
七
対
三
で
分
か
れ
る
よ

う
な
分
水
点
が
片
田
川
井
手
に
設
け
ら
れ
て
い
る

Q

先
に
山
の
神
井
手
に
関
す
る
水
争
い
に
お
い
て
、
元
来
新
イ
ヤ
井
手
の
か
か

り
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

の
ち
に
は
山
の
神
井
手
が
か
り
に
変
更
さ
れ

た
事
例
を
み
た
が
、
先
行
し
て
新
イ
ヤ
井
手
が
存
在
し
、

の
ち
に
山
の
神
井
手

が
開
撃
さ
れ
た
こ
と
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
④
に
み
た
よ
う
に
平
時
に
は
新
イ
ヤ
井
手
に
三
割
を
分
譲
し
、
早
魅
時

に
も
新
イ
ヤ
井
手
か
ら
大
き
な
制
約
を
受
け
て
い
た
杉
ノ
平
井
手
は
新
イ
ヤ
井

手
に
後
発
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
両
井
手
は
国
郡
志
指
出
帳
に
は
書
き
上

げ
ら
れ
て
お
り
、
文
政
以
前
に
は
存
在
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
新
イ
ヤ
井
手
の

起
源
の
方
が
よ
り
古
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

な
お
③
後
半
は
高
木
井
手
上
流
の
滑
堰
に
お
い
て
も
、
皐
魅
時
に
は
時
間
給

三角井手の呼称

158 

図3

水
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

(3) 

西
上
原
村
等
に
お
け
る
水
利
慣
行

①
 
広
瀬
井
手
（
三
角
井
手
、
大
溝
）

太
田
荘
域
最
大
の
平
坦
地
、
甲
山
本
郷
盆
地
の
う
ち
芦
田
川
左
岸
・
西
上
原

を
濯
滅
す
る
の
が
芦
田
川
か
ら
取
水
す
る
広
瀬
井
手
、
別
称
三
角
井
手
で
、
そ

の
用
水
路
は
大
溝
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
広
瀬
井
手
の
呼
称
は
そ
の
取
水
地
点
世

羅
町
本
郷
字
広
瀬
の
地
名
に
よ
っ
て
お
り
、
三
角
井
手
の
呼
称
は
右
図
の
よ
う

に
下
流
に
右
岸
一
、
二
反
を
潅
慨
す
る
小
規
模
な
目
先
（
み
ょ
う
さ
き
）
井
手

が
あ
っ
て
、
全
体
が
三
角
形
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
広
瀬
井
手
の
濯
減

水
域
は
西
上
原
約
二
九
町
、
東
大
田
約
一
町
で
あ
る
。

こ
の
井
手
が
中
世
に
も
存
在
し
た
の
か
否
か
は
、
太
田
荘
の
中
世
耕
地
が
谷

水
田
主
体
で
あ
っ
た
の
か
大
規
模
用
水
依
拠
だ
っ
た
の
か
、
中
世
村
落
が
孤
立

的
散
村
か
惣
村
的
共
同
体
だ
っ
た
の
か
と
い
う
基
本
的
評
価
に
か
か
わ
る
も
の

で
あ
り
、
今
回
の
共
同
研
究
で
も
し
ば
し
ば
議
論
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
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の
点
を
究
明
し
得
る
資
料
は
少
な
い
が
、
以
下
本
井
手
に
つ
い
て
の
調
査
結
果

を
報
告
し
た
い
。

最
初
に
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
子
三
月
、
『
世
羅
郡
西
上
原
村
指
出
帖
』
（
池
上

逸
郎
氏
蔵
の
複
写
本
に
よ
っ
た
。
原
本
は
佃
守
氏
蔵
）
の
記
載
を
み
て
み
よ
う
。

こ
こ
で
は
元
録
十
丑
年
三
六
九
七
〉
御
検
地
に
よ
っ
て
定
ま
っ
た
数
値
と

し
て
「
畝
七
拾
五
町
九
反
拾
五
歩
」
が
記
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
「
畝
二
町
三
反
一

畝
廿
七
歩
」
の
「
古
荒
川
成
池
下
道
下
切
高
共
」
ほ
か
二
反
九
畝
強
（
甲
山
橋

田
屋
御
免
地
〈
橋
田
屋
孝
婦
阿
姫
女
に
与
え
ら
れ
た
免
租
地
、
『
世
羅
郡
誌
』
に

詳
し
い
〉
〉
が
差
し
引
か
れ
、
次
に
「
畝
七
拾
三
町
二
反
八
畝
弐
拾
四
歩
」
の

内
訳
（
屋
敷
、
畠
方
八
そ
の
内
訳
に
山
畑
悪
所
〉
、

田
方
〉
が
記
さ
れ
、

回
方

は
「
畝
五
拾
町
五
反
壱
畝
六
歩
」
と
さ
れ
る
。

次
い
で
田
方
の
内
訳
（
皐
損
所
、
井
手
掛
、
雨
池
掛
、
出
水
掛
、
山
田
悪
所
）
が
記

二、芦田川流域の濯瓶用水と水利慣行

さ
れ
、
井
手
掛
は
「
畝
拾
七
町
弐
反
」
、
内
「
拾
町
壱
反
五
畝
」
が
水
損
所
で
あ
る
。

こ
れ
は
井
手
掛
面
積
が
判
明
す
る
点
で
貴
重
で
あ
ろ
う
。
な
お
御
見
取
新
聞
は

畑
の
み
で
新
田
は
な
い
。
ま
た
本
差
出
帳
で
は
雨
池
の
記
述
が
あ
り
、
有
末
池

は
慶
長
六
年
三
六

O
一
）
、
長
泉
寺
池
は
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
〉
出
来
と
な

っ
て
い
る
が
、

し
か
し
残
念
な
が
ら
堰
、
溝
の
記
述
を
欠
い
て
い
る
。

こ
の
点
を
補
っ
て
く
れ
る
の
が
文
政
三
年
（
一
八
二

O
）
辰
五
月
、
『
国
郡

志
御
用
下
し
ら
ベ
書
出
帳
』
（
向
上
〉

で
あ
る
。

こ
の
書
出
帳
で
も
畝
数
は

「
七
拾
五
町
九
反
拾
五
歩
」
と
な
っ
て
お
り
、
元
禄
検
地
高
を
踏
襲
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
だ
が
、

増
加
し
て
お
り
、
御
見
取
新
聞
と
し
て
田
方
二
反
三
畝
が
記
さ
れ
て
い
る
。

田
方
は
「
五
拾
壱
町
弐
反
八
畝
九
歩
」
と
僅
か
な
が
ら

こ
の
書
出
帳
に
は
寛
政
帳
の
よ
う
な
井
手
掛
や
雨
池
掛
毎
の
反
別
は
記
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
堰
・
溝
に
つ
い
て
は

堰
四
ケ
所

大
川
本
郷
分
ニ
有

大
井
手

水
兼
川角

之
井
手

同
川

下
之
井
手

東
神
崎
村
ニ
有

助
貞
井
手

溝
弐
ケ
所

大
川
井
手

大
溝

助
貞
井
手

助
貞
溝

と
記
さ
れ
て
い
る
。

長
サ
弐
拾
五
間

長
サ
八
尺

長
サ
壱
間

長
サ
三
間

長
サ
拾
八
丁
五
拾
弐
間

長
サ
壱
丁
三
拾
六
間

れ
た
堰
・
溝
の
形
態
は
元
禄
年
間
ま
で
は
遡
り
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

回
数
に
大
き
な
変
化
が
な
い
以
上
、
こ
の
文
政
帳
に
記
さ

大
井
手
と
も
大
川
井
手
と
も
大
溝
と
も
記
さ
れ
る
堰
・
溝
が
西
上
原
随
一
の
広

し
得
る
も
の
で
あ
る
。

瀬
井
手
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
自
明
で
あ
り
、
そ
の
起
源
は
元
禄
ま
で
は
遡
及

と
こ
ろ
で
留
意
し
た
い
の
は
大
井
手
の
濯
波
面
積
で
あ
る
。
現
在
の
広
瀬
井
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堰
の
か
か
り
は
西
上
原
で
二
九
町
あ
る
が
、
寛
政
段
階
で
は
井
手
掛
は
一
七
町
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二
反
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
こ
れ
は
他
の
水
兼
川
か
ら
の
角
之
井
手
、
下
之
井

芦田川本流域の村々

手
、
東
神
崎
に
取
水
口
を
も
っ
助
貞
井
手
等
小
規
模
井
手
の
か
か
り
を
含
ん
だ

数
値
で
あ
っ
た
か
ら
、
広
瀬
井
堰
の
み
で
は
一
七
町
以
下
で
あ
っ
た
こ
と
も
確

実
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
九
世
紀
に
ま
ぢ
か
い
寛
政
段
階
に
お
い
で
さ
え
井
手
掛

の
う
ち
一

O
町
五
反
強
と
六
割
が
水
損
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
井
手
掛
が
い

か
に
不
安
定
な
耕
地
で
あ
っ
た
か
を
如
実
に
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
度
量
衡
の

差
異
や
地
租
改
正
時
の
丈
量
方
法
の
違
い
等
の
問
題
は
残
る
が
、
寛
政
段
階
に

お
い
て
は
広
瀬
井
堰
の
濯
甑
域
は
大
正
頃
の
半
分
で
、

か
つ
水
損
等
に
よ
っ
て

極
め
て
不
安
定
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
大
正
五
年
水
利
調
査
が
記
述
す
る
と
こ
ろ
を
検
討
す
る
。

①
「
甲
山
町
大
字
西
上
原
字
流
、
宮
田
垣
内
、
鎌
倉
、
馬
上
、
沖
河
原
、
隅
田

川
、
天
神
原
ノ
七
字
ハ
、
東
大
田
村
大
字
本
郷
字
広
瀬
ナ
ル
芦
田
川
井
堰

水
溝
ヲ
引
キ
テ
三
十
町
八
反
歩
ニ
濯
甑
シ
、
其
対
債
一
ヶ
年
米
三
石
二
斗

内
外
ヲ
金
銭
一
一
換
算
支
払
え
東
大
田
村
－
一
於
テ
ハ
、
之
ノ
溝
料
ヲ
同
村

内
ニ
於
ケ
ル
用
水
潅
甑
関
係
者
一
一
割
当
支
払
ヒ
、
溝
及
堤
塘
ノ
修
繕
ヲ
要

ス
ル
ト
キ
、
其
修
繕
費
ハ
各
地
主
ニ
自
弁
セ
シ
ム
」

②
「
東
大
田
村
字
本
郷
字
広
瀬
大
田
川
大
井
手
溝
掛
リ
、
大
字
本
郷
川
口
十
五

番
地
田
十
五
歩
ヲ
溝
一
一
使
用
シ
、
其
料
一
斗
七
合
（
此
ノ
溝
料
ハ
甲
山
町

西
上
原
ヨ
リ
受
ク
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
地
目
ハ
田
ト
ア
レ
ト
モ
実
地
ハ
溝
渠
ナ

リ
〉
、
同
大
字
、
字
広
瀬
六
百
十
九
番
地
回
一
反
八
畝
十
歩
此
ノ
溝
料

斗
ヲ
支
払
フ
」
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③
「
東
大
田
村
本
郷
字
川
口
大
田
川
井
堰
ハ
早
魅
ノ
際
甲
山
町
大
字
西
上
原
地

内
へ
分
水
ノ
方
法
ア
レ
ト
モ
、
東
大
田
村
地
内
へ
ハ
自
由
ニ
用
水
ヲ
取
ル

ノ
習
慣
ア
リ
、
右
井
溝
ハ
大
字
寺
町
宇
土
井
手
ノ
間
一
一
於
テ
ハ
、
早
魅
ノ

時
ハ
両
岸
ノ
田
ニ
自
由
ニ
用
水
ヲ
汲
ム
習
慣
ア
リ
」

右
の
三
つ
の
事
例
は
い
ず
れ
も
広
瀬
井
手
の
受
益
、
維
持
管
理
等
に
お
い
て

東
大
田
村
（
現
世
羅
町
〉
本
郷
と
、
甲
山
町
上
原
と
の
聞
に
明
瞭
に
差
異
の
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
①
は
広
瀬
井
手
が
本
郷
地
内
を
通
過
す
る
こ

と
の
代
価
と
し
て
、
上
原
が
毎
年
米
三
石
二
斗
を
本
郷
に
支
払
う
と
い
う
内
容

で
あ
る
。
お
よ
そ
一
反
半
程
の
団
地
か
ら
の
収
量
に
相
当
す
る
が
、

い
わ
ゆ
る

井
料
米
で
あ
ろ
う
。
②
で
は
同
じ
く
上
原
が
本
郷
に
支
払
う
井
料
米
の
一
種
が

他
に
も
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
が
、
①
に
較
べ
る
と
代
価
が
少
な
い
。
各
二
筆
の

地
目
は
田
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
明
治
地
租
改
正
後
に
水
路
拡
幅
な
い

し
変
更
に
伴
い
水
路
敷
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
斗
七
合
及
び
一
斗
は
溝
敷

料
と
い
わ
れ
る
も
の
に
該
当
す
る
が
、
後
者
は
そ
の
額
か
ら
い
っ
て
、

一
反
八

畝
十
歩
の
う
ち
の
一
部
分
だ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

③
に
関
連
し
て
平
野
晃
氏
（
本
郷
・
大
正
六
年
生
）
は
、
「
三
角
井
手
の
水
が

減
る
と
『
き
っ
す
い
』
（
吉
水
）
と
い
っ
て
上
原
は
時
間
水
に
な
っ
た
。
東
大

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked



田
も
少
し
は
遠
慮
し
た
が
、
東
大
田
一
町
分
は
自
由
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
き

ま
行
ノ
だ
っ
た
。
世
羅
町
（
東
大
田
）
は
三
角
井
手
が
な
く
と
も
や
っ
て
い
け
な

い
訳
で
は
な
い
が
、
三
角
井
手
は
世
羅
町
内
を
と
お
っ
て
い
る
。
東
大
田
の
権

利
は
そ
の
通
過
料
の
よ
う
な
も
の
で
、
井
手
の
補
修
に
も
い
か
な
い
。
有
美
川

を
渡
す
た
め
井
堰
が
で
き
て
い
る
が
、
雨
が
一
旦
降
る
と
去
ね
る
（
な
く
な

る
）
。
す
る
と
ま
た
上
原
の
も
の
が
出
て
堰
く
が
東
大
田
は
出
な
い
。
宇
土
井

手
は
西
太
田
の
堀
越
に
あ
る
井
手
で
水
は
寺
町
分
へ
と
る
。
宇
土
井
手
よ
り
下

を
流
れ
る
水
は
普
通
な
ら
三
角
井
手
の
権
利
の
は
ず
だ
が
、
も
れ
水
と
し
て
も

と
も
と
の
宇
土
井
手
の
か
か
り
の
田
に
お
け
や
バ
ケ
ツ
で
水
を
か
え
る
（
く
み

上
げ
る
〉
権
利
が
あ
り
、
今
で
も
皐
越
の
時
ポ
ン
プ
で
寺
町
に
く
み
上
げ
る

が
、
上
原
は
苦
情
を
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
説
明
し
て
く
れ
た
。

広
瀬
（
三
角
〉
井
手
開
撃
に
あ
た
り
、
上
原
が
世
羅
町
分
通
過
の
代
償
に
井

手
料
の
納
付
、
東
大
田
村
内
の
水
利
権
の
無
条
件
付
与
、
井
堰
補
修
の
完
全
負

二、芦田JI!流域の濯概用水と水利慣行

担
等
多
く
の
点
で
譲
歩
し
た
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
慣
行
は
広
瀬
井

手
開
撃
と
同
時
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
時
期
は
元
禄
以
前
の
あ

る
時
期
で
あ
る
が
、
東
大
田
村
本
郷
と
甲
山
町
上
原
が
そ
れ
ぞ
れ
利
害
を
異
に

す
る
自
律
的
・
排
他
的
・
閉
鎖
的
な
村
（
惣
村
〉
と
し
て
確
立
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
以
降
の
産
物
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
こ
の

両
村
は
中
世
以
来
太
田
荘
大
田
方
、
同
桑
原
方
と
し
て
線
引
き
さ
れ
て
い
た
訳

だ
か
ら
、
そ
れ
を
基
点
と
す
れ
ば
中
世
前
期
に
も
遡
り
得
る
理
屈
に
な
る
が
、

私
自
身
は
こ
の
地
域
に
お
け
る
こ
う
し
た
閉
鎖
的
村
落
は
、
中
世
末
期
か
ら
近

世
初
頭
に
形
成
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
。

次
に
三
角
井
手
（
大
溝
〉
が
濯
概
す
る
の
は
東
大
田
の
ほ
か
西
上
原
上
（
流
、

鎌
倉
）
、
西
上
原
下
（
沖
河
原
等
〉
で
あ
る
が
、
園
場
整
備
以
前
の
西
上
原
上
の

耕
地
と
大
溝
の
状
況
を
池
上
逸
郎
氏
等
の
話
に
よ
り
簡
単
に
記
し
て
お
き
た
い

（
以
下
一
二

O
頁
図
参
照
）
。
大
溝
と
石
州
街
道
と
の
交
点
（
字
流
の
西
端
〉

に
は
「
ヨ
か
」
と
呼
ば
れ
る
分
水
点
が
あ
り
、
本
線
の
七
分
に
対
し
三
分
を
取

水
し
た
。
本
線
七
分
の
濯
甑
域
は
二
七
町
に
も
及
ぶ
が
、
三
分
は
そ
の
十
分
一

に
も
及
ば
な
い
こ
町
弱
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
こ
の
地
域
に
「
し
よ
う
け

田
」ー

（
し
よ
う
け
は
ザ
ル
と
同
意
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
水
持
ち
の
悪
い
田
が

多
く
あ
っ
た
か
ら
で
、
朝
に
一
回
水
を
入
れ
て
も
晩
に
も
う
一
度
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
地
に
砂
擦
が
多
か
っ
た
の
は
、
自
然
堤
防
上

を
水
固
化
し
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

次
に
大
き
な
分
水
点
は
田
中
溝
で
、
田
中
屋
敷
の
南
と
沼
城
堀
跡
の
南
を
通

過
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
下
流
に
沼
城
堀
跡
の
東
を
通
過
す
る
分
水
も
あ
っ
た
。

西
上
原
上
の
耕
地
に
は
古
川
筋
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
り
、
古
川
と
か
、
ど

う
ぶ
け
と
い
わ
れ
て
い
た
。
西
上
原
の
圃
場
整
備
前
に
作
ら
れ
た
地
図
は
千
分

の
一
図
二
葉
ハ
西
上
原
上
、
下
〉
で
あ
る
が
、
各
筆
ご
と
に
地
権
者
名
を
記
し

た
も
の
と
、
各
筆
ご
と
に
水
田
レ
ベ
ル
を
記
し
た
も
の
の
二
種
類
が
あ
る
。
後
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者
に
よ
っ
て
耕
地
の
徴
地
形
を
復
原
し
て
み
る
と
、
沼
城
跡
の
南
方
に
は
微
高
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地
が
あ
っ
て
、
そ
の
南
北
が
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
北
側
の

芦田川本流域の村々

そ
れ
が
古
川
筋
で
あ
ろ
う
。
流
と
い
う
小
字
名
も
そ
う
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る

が
、
実
際
薮
の
み
で
堤
防
の
な
か
っ
た
頃
は
洪
水
時
に
氾
濫
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
う
。

古
川
筋
南
方
徴
高
地
へ
の
用
水
供
給
は
北
方
に
あ
る
大
溝
よ
り
な
さ
れ
た
の

で
、
古
川
筋
横
断
に
際
し
、

と
い
（
樋
）
が
か
け
ら
れ
た
箇
所
も
あ
っ
た
。
ま

た
古
川
筋
の
地
力
は
低
く
、
牛
も
入
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
い
う
。

一
方
大
溝
に
そ
っ
た
田
の
中
に
は
溝
よ
り
高
い
位
置
に
あ
っ
て
、
他
の
水
田

あ
げ
み
ず

へ
の
給
水
を
一
旦
停
止
し
、
堰
に
よ
っ
て
揚
水
し
な
け
れ
ば
潅
減
で
き
な
い
、

い
わ
ゆ
る
「
あ
げ
水
田
」
が
何
枚
か
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
「
し
よ
う
け
田
」
「
あ
げ
水
田
」
の
水
田
化
、
ま
た
樋
に
よ
る
潅

甑
を
行
な
う
田
は
、

一
般
に
は
他
の
地
域
の
水
田
化
が
終
了
し
た
の
ち
に
遅
れ

て
水
固
化
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
み
て
き
た
よ
う
に
元
禄
以
降
大
正
ま

で
に
耕
地
は
一
七
町
弱
か
ら
二
九
町
に
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
や
や
遅

れ
て
水
固
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
地
域
は
元
禄
以
降
の
新
田
と
考
え
た
い
。

大
溝
の
水
路
に
は
一
部
旧
河
道
を
利
用
し
た
部
分
も
あ
る
よ
う
に
み
う
け
ら

れ
る
。
寛
政
段
階
に
到
っ
て
も
六
割
の
水
損
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
大

溝
の
構
造
に
と
も
な
う
宿
命
で
は
な
か
っ
た
か
。

一
帯
の
開
発
順
序
は

）
 

T

・E
A

，s
，‘‘． 

芦
田
川
旧
河
道
の
廃
河
川
化
（
古
川
が
芦
田
川
本
流
で
は
な
く
な
る
）

）
 

甘
且（
 
廃
河
川
と
し
て
の
安
定
（
古
川
の
流
水
は
ご
く
限
ら
れ
た
短
期
・
一
時
期

的
な
も
の
と
な
り
、
腐
植
土
が
堆
積
す
る
〉

162 

而
幽

大
溝
の
開
撃
（
従
前
の
谷
水
、
池
水
が
か
り
の
末
端
の
畑
な
ら
び
に
一
部

用
水
不
足
水
田
の
安
定
水
田
化
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
頃
の
西
上
原
分
濯
甑
面

積
は
お
よ
そ
一
七
町
弱
〉

(N) 

大
溝
が
か
り
内
の
畑
地
の
水
田
化
（
樋
の
設
置
、

し
よ
う
け
田
、
あ
げ
水

田
の
水
田
化
、
西
上
原
大
溝
が
か
り
は
二
九
町
に
拡
大
〉

の
四
段
階
と
し
て
考
え
た
い
。
大
溝
開
撃
時
期
を
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
沼
城
の
立
地
を
考
え
る
と
、
川
、
川
の
段
階
こ
そ
が
沼
城
の
防
禦
の
最
も

堅
固
な
時
期
で
あ
ろ
う
。
沼
城
が
存
続
し
た
中
世
末
期
と
、
川
、
川
の
段
階
は

イ
コ
ー
ル
と
み
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
回
大
溝
開
撃
は
近
世
初
頭
と

考
え
て
い
る
。

② 

羽
崎
堰
（
馬
場
先
井
手
〉

川
尻
村
が
受
益
す
る
芦
田
川
本
流
・
羽
崎
堰
（
馬
場
先
井
手
）
に
つ
い
て
は

『
世
羅
郡
誌
』
ハ
昭
和
二
年
・
世
羅
郡
教
育
会
〉
の
記
述
を
引
用
し
て
お
く
。

「
川
尻
村
山
hm
恒
川
六
郎
右
衛
門

村
の
庄
屋
な
り
し
が
羽
崎
堰
を
改
め
作
り

て
陰
地
日
南
両
谷
の
回
水
利
始
め
て
足
る
、
其
恵
広
し
、
此
の
水
を
受
く

る
農
夫
よ
り
井
手
恩
米
と
し
て
歳
米
六
斗
、
六
郎
右
衛
門
が
家
に
納
む
る

を
以
て
、
永
代
の
例
と
す
、
元
禄
中
の
人
橘
鷹
氏
な
り
」

元
禄
頃
、
潅
甑
能
力
が
弱
少
で
あ
っ
た
旧
来
の
羽
崎
井
堰
が
改
修
さ
れ
た
こ
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と
が
わ
か
る
が
、
『
農
商
務
省
水
利
調
査
』
に
「
上
流
東
大
田
村
字
本
郷
宇
土
ノ

堰
迄
ハ
水
利
権
ヲ
有
ス
」
「
是
迄
数
度
上
流
ノ
川
水
ヲ
酌
ミ
上
ケ
ル
等
制
止
一
一
行

キ
シ
コ
ト
ア
リ
」
と
み
え
、
そ
の
水
利
権
が
広
瀬
井
堰
に
優
先
し
て
い
た
ら
し

い
こ
と
、
羽
崎
堰
が
広
瀬
井
手
よ
り
古
い
水
路
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

芦
田
川
本
流
よ
り
取
水
す
る
井
堰
は
広
瀬
井
堰
、
羽
崎
井
堰
と
も
に
近
世
初

期
か
ら
元
禄
頃
に
旧
来
の
井
堰
を
改
修
す
る
等
し
て
今
日
的
井
堰
の
原
形
が
完

成
し
、
そ
の
後
、
取
水
能
力
の
向
上
に
つ
れ
堰
も
強
化
さ
れ
て
、
濯
甑
面
積
も

増
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

(4) 

大
田
方
に
お
け
る
水
利
慣
行

①
 

さ
＋
わ

L
や

寸

わ

佐
桑
ハ
釈
久
和
）
池

二、芦田川流域の濯甑用水と水利慣行

芦
田
川
か
ら
直
接
引
水
す
る
用
水
で
は
な
い
が
、

さ

寸

わ

し

ゃ

寸

わ

水
佐
桑
（
釈
久
和
〉
池
が
か
り
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

こ
の
池
は
有

大
田
方
有
美
谷
の
主
要
用

美
、
平
之
城
二
四
丁
を
、
握
、
慨
す
る
が
、
有
美
谷
に
は
屋
号
公
文
、

大
門
ま
た

健
保
公
文
徴
符
に
み
え
る
眺
沙
丸
等
が
あ
り
、
古
く
よ
り
開
発
が
進
ん
で
い
た

こ
と
が
予
想
で
き
る
。
佐
桑
池
の
土
木
技
術
的
特
色
は
、
こ
の
池
が
有
美
谷
を

流
れ
る
有
美
川
の
水
系
に
は
な
く
、
分
水
嶺
を
越
え
た
国
久
の
谷
に
設
け
ら
れ

て
い
る
点
に
あ
る
。
佐
桑
池
の
水
は
し
ば
ら
く
国
久
谷
を
流
れ
た
の
ち
、
南
側

稜
線
の
鞍
部
を
掘
り
割
っ
た
水
路
を
経
て
有
美
川
に
導
水
さ
れ
る
。
こ
の
鞍
部

は
一
旦
開
撃
工
事
（
オ
ー
プ
ン
カ
ッ
ト
〉
を
行
な
っ
た
の
ち
、
水
路
の
上
に
石

蓋
が
置
か
れ
て
そ
の
上
に
土
が
堆
積
し
て
い
る
の
で
、

一
見
ト
ン
ネ
ル
風
の
水

路
と
な
っ
て
い
る
。

佐
桑
池
の
か
か
り
は
「
あ
て
流
し
」
の
部
分
と
、
番
水
を
行
な
う
部
分
の
二

地
域
が
あ
る
。
前
者
は
自
由
に
取
水
で
き
る
上
流
部
で
、
後
者
は
五
日
五
よ

（夜）
お
さ
に
亘
っ
て
水
を
分
配
す
る
下
流
域
で
あ
る
。
両
者
の
接
点
に
は
「
ち
が

い
」
と
呼
ば
れ
る
分
水
点
が
あ
る
。

有
美
に
は
山
を
越
え
た
佐
桑
池
の
ほ
か
に
、
稜
線
の
手
前
、
自
然
の
水
系
内

に
も
池
が
あ
っ
て
、
新
池
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
新
池
の
水
は
苗
代
水
に
使

っ
た
。
即
ち
五
月
二
九
日
に
大
池
（
佐
桑
池
）
の
樋
を
抜
く
ま
で
は
こ
の
池
の

水
の
み
を
使
っ
た
。
新
池
を
抜
い
て
い
る
聞
に
降
雨
が
あ
っ
て
、
わ
ら
屋
根
か

ら
し
ず
く
が
落
ち
た
ら
池
の
水
を
と
め
た
（
昔
の
わ
ら
屋
根
は
水
分
を
含
む
の

で
、
し
ず
く
が
落
ち
る
ま
で
に
は
か
な
り
の
雨
量
が
あ
っ
た
。
現
在
は
川
の
水

が
に
ご
っ
た
ら
と
め
る
）
。

五
月
二
九
日
に
は
大
池
か
ら
「
か
き
た
水
」
を
出
し
、
田
ご
し
ら
ヘ
（
代
か
き
）

を
し
た
。
こ
の
時
に
は
時
間
給
水
は
せ
ず
、
下
が
す
む
ま
で
い
っ
さ
ん
で
や
っ

た
。
夜
も
松
明
を
た
い
て
、
て
び
（
か
が
り
火
）
を
あ
か
し
て
牛
を
使
っ
た

（
耕
運
機
に
な
っ
て
か
ら
も
夜
の
田
ご
し
ら
え
は
や
っ
た
）
。
ち
が
い
の
と
こ

ろ
に
キ
リ
コ
が
あ
っ
た
か
ら
一
分
五
厘
は
平
之
城
へ
落
ち
た
。
お
よ
そ
一
週
間

程
で
田
ご
し
ら
え
が
終
わ
る
。
佐
桑
池
は
抜
き
っ
ぱ
な
し
で
二

O
日
、
な
い
し
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二
五
日
分
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
田
ご
し
ら
え
で
三
分
一
弱
が
消
費
さ
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れ
た
。
な
お
か
き
た
水
は
五
月
二
九
日
か
ら
と
い
う
決
ま
り
だ
っ
た
が
、
新
池

芦田川本流域の村々

の
水
を
抜
い
て
い
る
聞
に
雨
が
降
れ
ば
、
代
か
き
を
し
て
も
よ
か
っ
た
。

ぢ

み

ず

田
が
で
き
て
田
植
が
終
わ
る
と
、
ふ
だ
ん
は
地
水
（
池
を
抜
か
な
く
と
も
流

れ
て
い
る
谷
水
）
で
養
い
、
足
り
な
い
者
は
夜
水
（
上
流
の
余
り
水
〉
を
引
い

い
よ
い
よ
不
足
す
れ
ば
佐
桑
池
の
樋
を
抜
い
た
。
佐
桑
池
の
水
の
役
員

い
け
じ
た

は
昔
か
ら
有
美
だ
け
で
、
平
之
城
か
ら
は
出
さ
な
い
。
池
下
（
水
が
不
足
し
が

H

－Avh

、

中

れ

カ

ち
な
下
流
域
）
の
人
が
水
が
足
り
な
い
と
思
え
ば
、
四
、
五
人
相
談
し
て
池
番

さ
ん
に
頼
み
に
行
く
。

池
の
水
を
抜
く
の
は
各
戸
、
家
ご
と
の
順
番
の
仕
事
に
な
っ
て
お
り
、
栓
ま

で
は
し
ご
を
か
け
て
お
り
て
抜
い
た
。

一
方
と
め
る
方
の
仕
事
は
池
番
の
仕
事

で
、
池
番
に
は
特
別
決
ま
っ
た
報
酬
は
な
か
っ
た
が
、
樋
を
一
回
と
め
る
ご
と

に
米
一
升
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ほ
か
に
ど
の
田
に
も
水
が
平
等
に

い
く
よ
う
に
見
ま
わ
る
こ
と
も
重
要
な
仕
事
で
あ
っ
た
。

池
の
水
を
抜
い
て
、
途
中
で
ワ
ラ
屋
根
か
ら
し
ず
く
が
落
ち
る
程
雨
が
降
っ

い
つ
か
い
つ
（
夜
〉

た
ら
ま
た
と
め
る
が
、
晴
天
が
続
け
ば
五
日
五
よ
お
さ
、
水
を
流
し
た
。

即
ち
一
日
目
昼
は
じ
ゅ
う
の
す
え
周
辺
（
用
水
の
流
末
を
一
般
に
こ
の
地
方
で
は

だ
り
ゅ
う

じ
ゅ
う
の
す
え
と
い
う
。
佐
桑
池
の
場
合
は
小
宇
田
竜
、
通
称
ゃ
く
し
ん
た
え
〈
薬
師
団

か
、
現
警
察
官
舎
周
辺
〉
が
じ
ゅ
う
の
す
え
）
、
二
日
目
昼
は
十
日
市
（
十
日
市
ソ
ネ
〉

周
辺
、
三
日
目
昼
は
平
帽
子
周
辺
、
四
日
目
昼
は
博
労
田
上
方
、
三
日
目
晩
と

五
日
目
ひ
て
い
（
一
昼
夜
〉
は
平
之
城
、
三
・
五
日
目
以
外
の
晩
（
一
・
二
・

四
の
晩
〉
は
通
称
「
か
り
ま

た
」
よ
り
北
西
周
辺
地
域
の

博1fJI買
労3に
田だ水
とを
い流
うし
固た
カミ 。
あほ
りか

朝毎
、日

め朝
ご 水
草；を
（あ
牛 て
tこる
食
べ即
さち

せ
る
草
）
を
刈
る
問
、
水
を
あ

て
る
こ
と
が
で
き
る
田
で
あ

っ
た
。
ま
た
平
之
城
と
の
分

岐
の
「
ち
が
い
」
近
く
の
田

時も
に夜
「水
ちと
が昼
い水
水手と
」の
と切
し替
てえ

下
の
も
の
が
と
り
に
く
る
ま
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十日市の堂写真2

で
の
三

O
分
ほ
ど
の
問
、
水
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
慣
習
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
ち
が
い
の
田
が
水
も
ち
の
悪
い
田
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。

っ
た
堂
（
堂
さ
ん
）
に
、

こ
う
し
た
慣
行
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
番
水
表
が
作
ら
れ
る
と
、
十
日
市
に
あ

誰
々
」
と
記
さ
れ
た

「
何
日
何
時
よ
り
何
時
ま
で

木
製
の
番
水
表
が
掲
示
さ
れ
て
、
周
知
徹
底
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
昼
水
と
夜
水
の
切
替
え
は
今
は
時
計
に
よ
っ
て
い
る
が
、
昔
は
屋
号
時

永
（
小
川
氏
宅
〉
の
蔵
の
土
壁
が
全
部
か
げ
っ
た
ら
夜
水
で
あ
り
、
ま
た
昼
水
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二、芦田川流域の濯甑用水と水利慣行

に
つ
い
て
は
博
労
田
に
朝
水

を
あ
て
る
都
合
か
ら
、
め
ご

ぐ
さ
の
苅
り
終
わ
っ
た
時
刻

堂にかけられた番水表

が
そ
の
目
安
と
決
ま
っ
て
い

た
と
い
う
。

こ
う
し
た
慣
行
は
一
見
不

合
理
な
よ
う
に
も
み
え
る
だ

ろ
う
。
特
に
昼
の
割
り
当
て

写真3

地
域
と
晩
水
の
地
域
を
隣
接

し
て
一
人
の
人
物
が
所
有
し

て
い
る
場
合
、
同
時
に
水
が

も
ら
え
な
い
た
め
、
結
局
ひ

っ
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
不
都
合
な
点
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
村
人
は
こ
の

て
い
（
一
日
が
か
り
）
に
な

方
法
が
水
を
平
等
に
配
分
す
る
上
で
は
最
も
合
理
的
な
方
法
で
あ
る
と
納
得
し

て
お
り
、
全
員
が
こ
の
慣
行
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。

佐
桑
池
の
歴
史
は
未
詳
で
あ
る
。
池
の
名
は
「
さ
く
わ
」
と
い
う
娘
を
人
柱

に
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
原
氏
宅
に
は
池
を
造
っ
た
時

の
書
き
物
が
あ
っ
た
が
焼
け
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

佐
桑
池
は
『
芸
藩
通
志
』
に
作
桑
池
、
ま
た
佐
津
久
和
池
と
し
て
み
え
て
お

り
、
文
政
以
前
に
存
在
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
昭
和
一
四
年
、
有
美
で
も

佐
桑
付
近
で
千
把
火
（
山
頂
で
火
を
焚
く
雨
乞
）
を
す
る
程
の
早
魁
が
あ
り
、

そ
の
時
佐
桑
池
の
嵩
揚
げ
を
し
た
。
そ
れ
ら
の
こ
と
の
み
が
、
池
の
歴
史
の
中

で
明
瞭
な
史
実
の
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
池
の
歴
史
に
関
し
て
注
目
し
た
い
の
は
佐
桑
池
が
か
り
の
う
ち
、
あ
て

流
し
（
ち
が
い
よ
り
上
流
〉
の
部
分
と
、
番
水
慣
行
に
規
制
さ
れ
る
ち
が
い
下
流

の
部
分
の
差
異
が
生
じ
た
歴
史
的
経
緯
で
あ
る
。
私
は
こ
の
差
異
は
佐
桑
池
が

じ
み
ず

築
造
さ
れ
る
以
前
の
地
水
（
本
来
の
谷
水
）
の
水
利
権
に
対
す
る
差
異
よ
り
生
じ

た
も
の
と
考
え
る
。
即
ち
地
形
を
観
察
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
前
者
の
あ
て

流
し
区
域
は
明
ら
か
に
谷
田
地
形
で
あ
る
が
、
後
者
の
番
水
区
域
は
尾
根
の
先

端
、
谷
地
形
か
ら
は
一
段
上
に
あ
る
高
位
水
固
な
の
で
あ
る
。
谷
水
田
部
分
は

佐
桑
池
が
で
き
る
以
前
に
は
当
然
地
水
の
み
で
養
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
か

ら
、
佐
桑
池
が
で
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
不
自
由
な
番
水
制
度
に
加
わ
る
こ
と
は

し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
あ
て
流
し
の
権
利
は
こ
う
し
た
歴
史
的
経
緯
を
背
景

に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
あ
て
流
し
の
部
分
は
佐
桑
池
造
成
以
前
か

ら
の
水
田
部
分
、
番
水
地
域
は
佐
桑
池
造
成
以
後
の
水
田
部
分
で
そ
れ
以
前
は

畑
地
か
原
野
で
あ
り
、
仮
に
有
美
川
地
水
を
引
水
す
る
水
田
が
あ
っ
た
と
し
て

も
極
め
て
水
利
権
の
薄
弱
な
水
目
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
公
文
、
眺
沙
丸

と
い
っ
た
中
世
的
地
名
は
勿
論
前
者
の
水
田
の
周
辺
に
存
在
す
る
。
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佐
桑
池
造
成
時
期
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
高
度
な
測
量
技
術
か
ら
考
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え
て
近
世
後
期
を
想
定
し
て
お
き
た
い
。

芦田川本流域の村々

聞
取
調
査

小
川
勇
氏
（
昭
和
八
年
生
）
、
宮
利
夫
氏
、
戸
石
文
吉
民
（
明
治
三
三

年
生
）
よ
り
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な
お
有
美
の
地
籍
は
佐
桑
池
を
含
み
、
国
久
地
籍
と
の
境
界
は
池
の
谷
の
下

以
上
が
芦
田
川
本
流
域
を
中
心
と
し
た
水
利
関
係
の
調
査
結
果
で
あ
る
。
な

流
部
に
あ
る
。
有
美
の
池
で
あ
る
佐
桑
池
の
造
成
が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
こ
う

お
調
査
不
十
分
で
あ
っ
た
世
羅
町
管
内
の
用
水
体
系
に
つ
い
て
は
、
世
羅
町
役

し
た
土
地
が
自
村
内
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
境
界
の
あ
り

場
建
設
課
所
蔵
の
昭
和
四
二
年
水
利
調
書
（
県
提
出
分
の
控
）
を
一
覧
表
の
形

方
が
い
つ
頃
に
起
源
が
あ
る
の
か
も
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
久
は
佐

に
し
て
示
し
て
今
後
の
調
査
に
備
え
る
こ
と
と
す
る
。

桑
池
周
辺
の
水
を
有
美
に
と
ら
れ
た
形
に
な
る
が
、
別
に
独
自
の
池
も
あ
っ
た

の
で
、
稲
作
に
不
都
合
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

表

4

昭
和
四
二
年
世
羅
町
水
利
調
書

（

！

）

芦

田

川

名
平
之
披
沖
水
揚
組
合

今
東
揚
水
利
用
組
合

西
神
崎
大
田
橋
水
揚
場

西
神
崎
末
常
沖
揚
水
場

西
神
崎
北
森
水
揚
場

西
神
崎
増
見
揚
水
場

西
神
崎
宇
城
揚
水
場

西
神
崎
六
馬
力
揚
水
場

西
神
崎
八
反
田
用
水
組

合中
堀
土
地
改
良
区
尾
コ

石
揚
水
機
組
合

称

取

水

芦
田
川
（
左
岸
〉

芦
田
川
（
左
岸
〉

グ
（
右
岸
〉

H
H

（
右
岸
〉

グ
（
右
岸
）

II I/ II II 

地

j既

濯

本
郷
田
龍
、
川
口
、
広
瀬
の
一
部
四

加

（
A
ヱ
ハ
加
）

堤
防
付
近
八
反

hα 
水（八
も神反
併崎田
用大、
）池怒

と田
青、

山栗
、元
田、

谷中
井溝
堰下
用リ

域

沿

革

昭
和
二
年
従
来
の
溜
池
を
揚
水
と
す

耕
地
整
理
以
来
、
渇
水
期
の
み

三
戸
、
渇
水
期
の
み
、
神
崎
大
池
完
成
前
は
芦
田
川
流
水
の
み

年

二

、

三

回

同

右

耕
地
整
理
前
は
天
坪
で
取
る
八
昭
和
初
期
耕
地
整
理
〉

神
崎
大
池
完
成
前
は
小
さ
い
溜
池
と
芦
田
川
の
揚
水

同
右
、
掲
水
期
三

1
四
回
揚
水

明
治
以
前
よ
り
「
て
ん
び
ん
」
と
呼
称
す
る
人
力
揚
水
機
で
各
耕
作
者
が
濯
瓶
、
昭
和
初
年
揚
水
ポ

ン
プ
が
普
及
、
布
設
。
昭
和
一
九
年
神
崎
大
池
完
成
後
も
不
足
し
、
昭
和
三
九
年
、
下
流
広
瀬
井
堰

の
同
意
を
得
て
揚
水
施
設
を
設
け
た
（
同
意
書
の
内
容
は
紳
士
協
約
に
よ
り
皐
魁
時
も
相
互
配
水
す

る
と
い
う
趣
旨
）

か
い
あ

明
治
九
年
頃
よ
り
早
魁
の
際
、
尾
コ
石
掛
総
出
動
に
よ
り
川
上
の
替
上
げ
を
し
て
き
た
が
、
大
正
一

二
年
頃
耕
地
整
理
後
字
屋
ン
日
に
取
水
井
戸
を
設
け
、
芦
田
川
の
水
を
引
き
入
れ
た
。
昭
和
一
四
年

杭
ケ
鼻
堤
塘
付
近
よ
り
揚
水
設
備
に
よ
り
取
水
の
際
、
広
瀬
井
堰
掛
と
堰
内
揚
水
に
つ
い
て
紛
争
が

あ
り
、
屋
ン
日
取
水
井
戸
か
ら
揚
水
す
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
一
六
年
固
定
施
設
に
よ
り
揚
水
利
用

（
中
略
）
。
昭
和
四

O
年
広
瀬
井
堰
の
同
意
を
得
て
、
広
瀬
井
堰
関
係
者
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
範
囲
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中
原
広
瀬
井
堰
用
水

重
永
中
堰

重
永
域
ケ
鼻
井
堰

賀
茂
桑
又
井
堰

越
見
前
末
平
井
堰

越
見
揚
水
機

竜
田
揚
水
機

日
野
女
井
堰

（

1）
 

手

二、芦田川流域の濯甑用水と水利慣行

岩
崎
用
水

是
国
井
手

東
堰

時
重
井
堰

乙
堤

薬
師
井
堰

二
俣
頭
首
工

桑
ノ
木
井
堰

た
か
は
し
井
堰 綱

芦
田
川
（
左
岸
〉

l
 

l
 

’E’’a
，
 

左
岸

左
岸

左
岸

右
岸

左
岸

右
岸

左
岸
が
主

左
岸

九
hα 

二
八
八
凶
重
永
（
鳥
落
、
鳴
滝
、

京
免
、
千
足
、
披
ケ
鼻
、
達
石
、
盛

田
、
寛
詰
）
、
賀
茂
（
鯉
田
）
用
水
よ

り
の
揚
水
（
八
帖
、
達
石
、
京
免
、

鯉
田
）
四
ケ
所
（
幅
二
・
五

m
、
高

一
・
九

m
、
ナ
ン
パ
板

賀
茂
東
一
部
一
二
町
六
反
一
畝

睦
梨
、
福
貞
、
妙
見
、
柳
ケ
坪
、
小

山
、
末
光
、
九
町
九
反
五
畝
四
歩

二
反
三
畝
（
個
人
用
）

岡
田
、
日
野
原
、
白
金
、
福
貞
九
町

五
反
一
畝

本
郷
字
広
瀬
一
町
三
反
一
四
歩

今
東
下
流
一
町
二
反
五
畝

平
之
城
五
町
二
反
六
畝

本
郷
平
帽
子
、
寺
町
広
瀬
一
・
五
加

本
田
、
小
森
の
一
部
五
町
五
反

釜
回
、
平
帽
子
、
広
瀬
、
川
口
の
一

部
五
加

本
郷
字
月
山
、
本
田
、
今
東
、
小
森

〈
寺
町
字
西
福
寺
の
一
部
昭
和
三
六

年
編
入
〉
二
了
四
加

一五

a

一
了
五
加
（
岩
鼻
橋
ま
で
）

の
余
水
を
揚
水
す
る
ポ
ン
プ
施
設
設
置

明
治
以
前
の
古
い
時
期
に
取
水
開
始
、
昭
和
一

O
年
頃
ま
で
は
村
が
土
俵
堰
の
費
用
を
負
担
、
以
後

廃
止
。
昭
和
一
七
年
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堰
、
取
水
調
節
自
由

本
用
水
は
明
治
時
代
よ
り
重
永
上
堰
よ
り
取
水
、
大
正
初
期
重
永
下
堰
を
廃
止
、
中
堰
に
統
合
、
取

水
調
節
自
由
、
六
尺
の
高
さ
に
堰
き
あ
げ
る

古
老
の
話
に
、
安
政
年
間
頃
は
土
俵
を
以
て
用
水
を
取
水
、
明
治
初
年
石
栓
を
建
て
板
張
取
水
、
大

正
三
年
耕
地
整
理
の
際
改
修

年
代
不
明
、
昭
和
三

O
年
旧
来
木
造
堰
を
改
修
、
板
堰

末
平
の
先
祖
が
大
改
修
、
昭
和
二
四
年
ま
で
石
積

日
野
女
井
堰
流
末
、
大
正
中
期
よ
り
芦
田
川
か
ら
手
押
ポ
ン
プ
で
揚
水

元
た
め
池
、
大
正
中
期
か
ら
手
押
ポ
ン
プ
、
昭
和
二

O
年
パ

l
チ
カ
ル
。
他
地
域
の
許
可
を
得
た
の

は
古
い
時
代
（
二
代
前
）
で
未
詳

昭
和
二
六
年
ま
で
自
然
石
、
板
、
福
見
揚
水
誓
約
書
に
二
番
井
堰
よ
り
落
水
な
き
状
況
に
到
る
場
合

は
揚
水
を
中
止
す
る
。
補
給
用
水
芦
田
川
右
岸
三
反
歩
（
明
治
以
前
）

明
治
二

O
年
以
前
か
ら
申
し
合
わ
せ
組
合

明
治
以
前

明
治
初
期
？
水
不
足
時
に
は
分
水

練
石
積

明
治
以
前

大
皐
魁
時
に
は
全
部
を
六
等
分
、
下
よ
り
四
組
は
昼
間
、
一
日
ず
つ
で
四
日
間
、
上
二
組
は
夜
間
一

日
お
き
。
本
流
中
央
部
に
七
対
三
に
わ
け
た
木
製
キ
リ
コ
を
設
け
七
を
取
水
し
、
一
ニ
は
下
の
井
堰
の

た
め
お
と
す

年
代
末
詳
ハ
明
治
以
前
〉
、
昭
和
二
二
年
改
修
、
日
山
に
あ
り
、
土
俵
に
て
堰
き
上
げ

明
治
以
前
、
昭
和
三
四
年
洪
水
に
流
れ
、
上
堰
、
下
堰
の
同
意
を
得
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
復
旧

明
治
以
前
、
濯
瓶
及
び
水
車
の
た
め
開
襲
。
自
然
の
流
れ
こ
み
、
水
量
少
な
き
と
き
は
古
む
し
ろ
、
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芦田川本流域の村々

｜ 田大中
端 前 堰
井井
手手

Ill ※）  

右
岸

左
岸

右
岸

一
町
三
反

七
反
歩

一
八
加
（
出
口
、
岩
崎
、
月
山
、
本

田
、
乙
丸
、
大
通
、
西
福
寺
、
小

森
、
住
田
）

土
俵
を
あ
て
る
。
ふ
つ
う
は
か
け
流
し
、
早
魁
時
時
間
給
水

明
治
以
前
、
潟
水
期
土
俵
、
水
利
紛
争
な
し

明
治
以
前
、
渇
水
期
土
俵
、
水
利
紛
争
な
し

明
治
以
前
、
昭
和
一
四
年
早
魅
の
際
、
深
谷
溜
池
を
作
る
。
非
濯
瓶
期
も
水
路
維
持
の
た
め
、
少
量

の
水
を
流
す

田

打

川

（

略

〉

杉
安
井
手
は
揚
水
機
と
の
聞
に
紛
争
あ
り
（
昭
和
三
一
年
）

貞
光
井
堰
は
紛
争
多
く
、
昭
和
一
五
年
早
魅
時
に
は
水
争
い
が
極
ま
り
に
達
し
、

（

W）
 

一戸

梅
の
木
用
水

ド
ブ
ド
ブ
井
堰

し
ん
が
い
井
堰

せ
ん
て
い
井
堰

つ
き
ま
わ
し
井
堰

一
丁
田
用
水

河
堀
用
水

寺
本
田
井
堰

西
平
用
水

惣
浜
用
水

梨
迫
用
水

（
マ
マ
）

庄
治
務
用
水

堂
免
用
水

大
迫
堰

い
で
の
ひ
ら

木
梨
堰

広
瀬
堰

張

l
 

i
 

r－－ノ

左
岸

右左左右左右左左右左
岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸

左
岸

右
岸

右
岸

左
岸

左
岸

左
岸

戸
張
梅
の
木
、
吉
舎
町
大
字
雲
通
固

屋
原
一
・
五
六
加

新

聞

三

O
a

戸
張
新
開
二
ハ

a

グ

一

九

a

p

一ニ二

a

新
聞

六一一五
八八四反
a a hα 

一
・
四
加

大
迫
の
一
部
一
・
五
加

大
迫
、
堂
免
一
町
九
畝
六
歩

沖
田
二
町
一
反

平
迫
の
一
部
二
町
六
反
五
畝

一
番
堤
大
平
堤
と
貞
光
井
堰
の
聞
の
水
堤
は
全
て
撤
去

明
治
以
前

水
量
豊
富

II // // II II II II 

昭 隠
和 P 道ググ

二取
四入
年口
改 板
修；な

ん
tコ：
ん

// // // 

隣
地
の
苦
情
も
な
し

取
水
地
堂
免

江
戸
時
代
初
期
、
渇
水
期
水
番
、
字
鳥
ノ
子
は
直
助
溜
池
を
利
用

渇
水
期
土
俵
、
直
助
溜
池
を
利
用
、
江
戸
時
代
初
期

か
け
流
し
、
水
利
紛
争
な
し
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大柴宮
地田丸
頭頭堰
首首
工工

（

V〉

美

波

羅

川

黄
幡
堰

車
堰

宮
本
堰

野
原
沖
揚
水
ポ
ン
プ

水
揚
げ
（
名
無
し
）

ダ
l
ダ
堰
井
水
路

青
水
堰

幸
の
神
用
水

左右右
岸、岸

左
岸

左右グ左
岸岸岸

左
岸

左
岸

右
岸

一
瀬
戸
田
二
町
八
反
三
畝
一
江
戸
時
代
初
期
、
直
助
溜
池
を
利
用

一
右
岸
東
田
地
区
、
左
岸
竹
の
鼻
地
先
一

一
竹
の
鼻
三
・

O
M

一

一
政
園
、
木
ノ
原
沖
、
竹
の
鼻
、
東
田
一
明
治
以
前

一

三

・

四

加

一

津
口
、
小
口
の
一
部
二
町
九
反

亀
尻
の
一
部
、
赤
坂
二
加

四
加

津
口
、
野
原
、
蔭
地
一
八
加

権
現

瀬
波
戸
、
権
現
、
鶴
ケ
巣

三
加

二
町
歩

（

W
H）
 

水
の
別
れ
川
（
水
別
川
）
・
戸
張
川

明治以前

大正まで水車、明治以前

明治以前、土砂堰を昭和四一年改修

昭和二二年

大正二二年、かつては深田、溜池も施設はある

明治初年までは深田

明治以前

明治以前、取水地は岩盤で少量の石づみで取水、今一mぐらいの木材、石材使用。補
給水源は直助溜池、ヒルガソウ川中有国井堰に合流

用根z山i木正 藤近堰木正木正五反谷井閲堰 裏の

畑い田田 堰田綿屋堰回井堰国 神取水口

で

張川右岸戸 右岸左、右岸別岸水川左 グ グ別川水

字五反安田

田

六八五反 三・ 九六反一。二八

a 二 a 五畝
a a 

岩盤上 ガソウ

に Jfl
の
イ〉

石ら

番水

フE
t土

戸

昭和

一一

0 年規加新入

の
一
戸
は

ご、芦田川流域の濯概用水と水利慣行
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（四）

黒
測
川
・
安
田
川

芦田川本流域の村々

170 

森光井手 下井堰 成井政堰 ハ和頭首工正田 橋頭首工馬 切頭首工魚 ）水口首工号頭一 原取〉水口工頭首貞常一号 日大道井ぞ取水平堰中 水）口石頭工田首 増都取水田日 森重容笠早T品堰 名称なし 目頭首工下山 取水U回口昔工仁反頭田口 重友（係〉関 清住井堰 福永井堰 井仁反子田

〉田 （反原取 （反 （野取山 乙円 下取入山 ハ野 用水

安川田右岸岸右岸左岸右 右岸 右岸 岸右 岸右右岸右岸岸左 岸右 岸左岸左 岸左黒川産測

三反六畝仁大本平の回、 一 一 右岸一 谷一中心目 一一一 一官沖上側六 官沖田、徳市宮沖

h五 h一O加三 五一 0 8 8八歩一反六0 0 五 0一五 幸、五0 
a a a a a a a a 為常 a 

溝上
一一一

。六九0 
一
部 a a 

一
町

江戸時代 グ グ グ グ 治前以明 II 初治年明 治以前明 。治以前明

II II 紛争水利な 紛争水利な

しし しみ
る

砂渇水時ま

？と

※ 

以
下
は
追
加
資
料
か

平
田
堰
一
戸
張
川
（
平
田
、
か
き
ま
、
平
原
二
加
）
、
車
堰
戸
張
川
（
左
岸
四
反
、
水
車
あ
り
明
治
以
前
）
昭
和
二
七
年
タ
ー
ビ
ン
ポ
ン
プ
（
芦
田
川
）
、
昭
和
二
三
年
日
南
用
水
組
合
、
昭
和
三
五
年
三
郎
丸

在
ハ
カ

揚
水
三
百
せ
き
の
了
解
、
昭
和
二
一
年
郷
水
利
組
合
、
芦
田
川
左
岸
二
一
町
、
昭
和
二
四
年
水
越
揚
水
機
（
芦
田
川
左
岸
〉
、
宮
の
下
揚
水
機
（
同
）
、
堀
越
揚
水
機
（
同
）
、
昭
和
二
七
年
中
島
揚
水
機
（
芦
田
川
左

岸

）

、

政

信

揚

水

機

（

同

）

（

以

下

略

す

〉
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昭
和
三
三
年
農
業
用
水
利
用
現
況
調
査
（
抜
枠
）

平
ノ
城
川
、
平
ノ
城
、
岸
田
五
反
、
柳
草
六
反
、
一
本
杉
三
町
二
反
、
梶
原
竹
の
下
二
町
七
反
（
無
名
、
一
町
二
反
〉
、
本
郷
、
し
ゃ
く
わ
二
四
町
、
わ
り
ひ
め
三
町
、
新
池
五
町
二
反
、
岩
岡
六
反
、
東
久
保
二

町
、
宮
野
三
反
五
敵
、
黒
淵
川
、
魚
切
上
、
下
、
反
原
上
、
下
、
仲
曽
、
目
谷
右
カ
谷
、
そ
う
ず
、
森
清
、
新
開
上
、
下
、
仁
反
田
、
重
友
、
石
木
屋
、
福
永
、
山
根
、
大
城
根
、
前
野
広
（
以
下
略
）

ま

め

と

以
上
み
て
き
た
用
水
路
の
あ
り
方
、
水
利
慣
行
の
あ
り
方
を
通
じ
て
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

付

芦
田
川
本
流
か
ら
直
接
引
水
す
る
用
水
は
近
世
中
期
に
改
修
さ
れ
て
今
日

的
形
態
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
は
水
路
は
あ
っ
て
も
規
模
が
小
さ
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
（
羽
場
先
井
手
〉
。
ま
た
改
修
後
で
あ
っ
て
も
本
流
か
ら
の

用
水
は
概
し
て
不
安
定
で
、
近
世
後
期
に
い
た
っ
て
も
洪
水
の
都
度
、
相
当

な
水
損
田
が
生
じ
て
い
る
（
広
瀬
井
手
）
。
最
大
の
支
流
矢
多
田
川
か
ら
の

三
井
手
間
の
水
利
慣
行
が
文
政
年
間
に
成
立
し
て
い
る
よ
う
に
、
芦
田
川
本

流
域
の
水
利
が
安
定
し
、
明
治
・
大
正
期
に
み
ら
れ
た
水
利
が
確
立
さ
れ
る

の
は
近
世
後
期
以
降
で
あ
ろ
う
。

C才

芦
田
川
支
流
の
中
小
河
川
を
水
源
と
す
る
用
水
の
中
に
も
、
山
田
川
か
ら

引
水
し
桑
原
を
濯
概
す
る
山
の
神
井
手
の
よ
う
に
文
政
以
降
に
作
ら
れ
た
と

め

考
え
ら
れ
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

と

同

中
小
河
川
を
水
源
と
す
る
谷
田
地
域
は
中
世
に
は
あ
る
程
度
ま
で
開
発
が

ま

終
了
し
て
い
た
が
、
近
世
に
は
溜
池
の
築
造
等
に
よ
り
、
谷
田
周
辺
の
小
尾

根
先
端
、
台
地
状
地
形
に
も
開
発
が
及
び
、
高
燥
地
が
水
田
化
さ
れ
た
（
佐

桑
池
の
事
例
〉
。

制

し
た
が
っ
て
中
世
的
景
観
を
復
原
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
芦
田
川
本
流
域

に
つ
い
て
は
中
世
に
お
け
る
大
規
模
用
水
と
い
え
る
よ
う
な
も
の
の
存
在
は

考
え
に
く
く
、
仮
に
芦
田
川
か
ら
引
水
す
る
用
水
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て

も
、
近
世
後
期
の
も
の
と
較
べ
れ
ば
は
る
か
に
引
水
能
力
も
弱
く
、

か
つ
不

安
定
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
桑
原
の
芦
田
川
左
岸
台
地
、

平
之
城
の
西
方
台
地
の
よ
う
に
、
近
代
に
美
田
で
あ
っ
た
地
域
も
中
世
か
ら

近
世
中
期
ま
で
は
、
畑
地
な
い
し
未
墾
一
地
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
前
提
と

し
て
、
復
原
作
業
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

さ
て
本
稿
で
は
は
じ
め
に
近
世
の
村
の
姿
を
復
原
し
た
の
ち
、
中
世
の
荘
園

〈当）

村
落
像
に
迫
り
た
い
と
し
た
。
近
世
の
村
の
姿
に
つ
い
て
は
検
地
帳
、
頭
名

帳
、
村
明
細
帳
等
も
あ
り
、
あ
る
程
度
ま
で
は
そ
の
骨
格
復
原
と
肉
付
け
を
行

な
う
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
不
十
分
だ
っ
た
点
に
つ
い
て
も
こ
れ
ら
の
文
献
を

さ
ら
に
精
査
し
、
現
地
調
査
を
精
密
に
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
正
確
な

近
世
の
村
の
姿
の
復
原
は
可
能
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
本
調
査
は
近
世
に
つ
い

て
い
え
ば
今
後
も
調
査
が
継
続
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
な
ら
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そ
れ
で
は
中
世
の
村
の
姿
の
復
原
に
つ
い
て
は
い
か
が
な
も
の
だ
っ
た
だ
ろ

芦田川本流域の村々

う
か
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
伊
尾
村
の
場
合
、
上
原
村
や
寺
町
村
の
よ
う
な
在

地
の
状
況
を
知
り
得
る
中
世
史
料
が
な
い
。
正
確
な
復
原
と
い
う
点
で
は
著
し

い
困
難
が
あ
る
が
、

し
か
し
な
が
ら
そ
れ
で
は
本
稿
に
お
け
る
当
初
の
目
的
、

及
び
本
共
同
研
究
に
お
け
る
目
的
を
は
た
し
た
こ
と
に
は
な
る
ま
い
。
そ
こ
で

本
報
告
書
九
集
石
造
遺
物
調
査
を
も
ふ
ま
え
つ
つ
、
あ
え
て
絵
を
か
く
つ
も
り

に
な
っ
て
、
中
世
伊
尾
村
の
荘
園
景
観
に
つ
い
て
素
描
を
試
み
る
こ
と
と
し
た

し、

ま
ず
太
田
荘
桑
原
方
の
語
原
と
な
っ
た
桑
原
一
帯
を
み
よ
う
。
中
世
の
桑
原

に
は
現
在
の
水
田
面
積
の
半
分
も
水
田
は
な
く
、
特
に
今
日
山
の
神
井
手
が
か

り
と
な
っ
て
い
る
芦
田
川
左
岸
は
殆
ど
が
畠
で
あ
っ
た
。
但
し
本
郷
や
谷
、
鳳

ヤ
ト

し
よ
う
田
谷
等
に
は
谷
田
が
あ
っ
て
、
谷
ご
と
に
国
宗
名
、
光
末
名

林
寺
谷
、

等
の
名
主
屋
敷
が
あ
っ
た
ほ
か
、
有
宗
名
、
行
守
名
等
が
あ
っ
た
。

桑
原
の
南
方
近
森
に
は
片
田
川
か
ら
引
水
す
る
小
規
模
な
用
水
に
よ
っ
て
、

わ
ず
か
な
水
田
が
存
在
し
、
近
守
名
、
末
正
名
、
次
郎
丸
名
等
の
屋
敷
、
名
目

が
あ
り
、
大
仙
神
社
や
天
王
が
そ
れ
ぞ
れ
の
名
主
屋
敷
の
周
囲
に
祭
ら
れ
て
い

H

－。
φ
れ

高
田
に
は
芦
田
川
本
流
か
ら
取
水
す
る
、
今
日
と
は
異
な
る
小
規
模
な
井
手

が
あ
っ
て
水
田
が
聞
か
れ
、
貞
宗
名
、
光
清
名
、
末
国
名
、
国
守
名
、
末
時
名

し
じ
よ
う
ど
ん

等
が
あ
り
、
名
主
屋
敷
周
辺
に
大
将
軍
が
祭
ら
れ
て
い
た
ほ
か
、
ゴ
デ
ン
ジ
近

辺
に
堂
も
あ
っ
て
、
堂
の
ま
わ
り
に
堂
免
、
修
理
免
な
ど
の
免
田
が
あ
っ
た
。
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寄
末
、
高
村
に
は
水
田
は
少
な
く
畠
地
が
多
か
っ
た
が
、
今
日
と
は
別
な
小
規

模
な
用
水
が
あ
り
、
芦
田
川
か
ら
取
水
し
て
わ
ず
か
な
水
田
を
養
っ
て
い
た
。

こ
こ
に
は
伊
尾
村
の
総
鎮
守
井
原
八
幡
神
社
が
あ
り
、
隣
接
し
て
尾
首
城
が
置

か
れ
、
伊
尾
・
本
郷
間
大
道
の
見
張
台
と
な
っ
て
い
た
。
薬
師
堂
に
は
五
輪
塔

群
が
あ
り
、
周
辺
に
依
末
名
、
吉
弘
名
、
高
村
に
は
守
清
名
、
末
元
名
等
が
あ

っ
た
。次

に
甲
斐
村
は
い
く
つ
か
の
谷
田
が
あ
り
、
四
郎
丸
名
、
国
実
名
、
清
光

名
、
為
久
名
等
の
名
主
や
作
人
の
屋
敷
が
そ
れ
ぞ
れ
の
谷
ご
と
に
何
戸
か
ず
つ

点
在
し
て
い
た
。
矢
多
田
川
と
芦
田
川
本
流
の
合
流
点
一
帯
は
氾
濫
原
で
あ

り
、
耕
地
は
殆
ど
な
か
っ
た
が
、
桑
原
か
ら
下
津
屋
へ
の
大
道
が
矢
多
田
川
を

渡
る
「
渡
り
」
の
近
く
に
市
場
が
あ
っ
て
、
市
の
聞
か
れ
る
日
に
は
物
資
の
集

積
と
人
々
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

本
地
は
現
在
安
楽
坊
の
あ
る
谷
に
水
田
が
あ
る
ほ
か
は
畠
が
多
か
っ
た
が
、

矢
多
田
川
か
ら
水
を
取
る
用
水
も
、
今
日
と
は
別
形
態
の
短
い
も
の
で
あ
っ
た

が
作
ら
れ
て
い
た
。
名
は
依
遠
名
、
兼
清
名
、
光
守
名
等
が
あ
り
、
特
に
依
遠

は
本
地
唯
一
の
安
定
水
田
で
あ
る
谷
田
の
出
口
に
あ
っ
て
、
中
心
的
位
置
に
あ

り
、
産
土
神
の
天
神
社
も
こ
こ
に
祭
ら
れ
て
い
た
。

下
津
屋
は
伊
尾
で
は
最
も
宗
教
的
環
境
を
備
え
た
地
域
で
あ
り
、
地
頭
氏
寺

（
十
二
坊
〉
の
周
辺
に
は
地
頭
寄
進
に
な
る
宝
箆
印
塔
を
は
じ
め
多
数
の
石
塔
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が
乱
立
し
、
ま
た
経
塚
も
造
ら
れ
て
い
た
。
山
麓
に
は
多
数
の
塔
頭
が
あ
っ

た
。
水
田
は
権
現
山
の
本
谷
の
谷
水
を
利
用
し
た
迫
田
が
中
心
で
、
そ
の
下
部

に
は
修
理
免
等
の
免
田
が
多
く
あ
っ
た
。
（
勿
論
に
い
や
井
手
は
存
在
し
て
い

な
い
。
）

本
流
々
域
を
離
れ
た
山
田
谷
、
片
田
谷
、
そ
し
て
上
組
の
谷
の
景
観
は
谷
水

田
で
あ
り
、
若
干
の
水
田
領
域
の
差
異
は
あ
っ
た
が
、
景
観
そ
の
も
の
は
今
日

と
よ
く
似
た
も
の
で
あ
っ
た
。
片
田
谷
の
貞
清
名
、
草
田
の
成
末
名
等
が
あ
っ

た
が
、
平
坦
部
の
よ
う
な
石
造
物
の
造
立
は
あ
ま
り
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。

伊
尾
の
中
心
は
や
は
り
桑
原
か
ら
甲
斐
村
に
か
け
て
の
一
帯
で
あ
っ
た
よ
う

で
、
お
そ
ら
く
地
頭
の
屋
敷
も
こ
の
地
に
営
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
が
本
調
査
を
一
旦
終
了
し
た
結
果
、
復
原
し
得
た
中
世
太
田
荘
伊
尾
村

の
景
観
で
あ
る
。

註

註（
1
）
関
東
大
震
災
に
焼
失
し
た
た
め
昭
和
一
四
年
に
復
刻
さ
れ
た
孔
版
プ
リ
ン
ト
本

（
農
林
水
産
省
図
書
館
蔵
）
を
利
用
し
た
。

（
2
）
こ
れ
ら
の
井
手
名
に
つ
い
て
は
人
に
よ
っ
て
呼
称
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
、
さ

ら
な
る
精
査
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

（
3
）
古
屋
は
甲
斐
村
の
屋
号
で
、
門
藤
幹
夫
氏
所
蔵
絵
図
で
も
浄
鏡
寺
の
北
東
の
谷

に
古
屋
荒
神
が
画
か
れ
て
い
る
が
、
木
香
川
流
域
で
は
な
く
矢
多
田
川
に
面
す
る

小
谷
で
あ
る
。

（
4
〉
下
津
屋
の
芦
田
川
左
岸
、
現
在
薮
と
な
っ
て
い
る
部
分
は
か
つ
て
は
水
田
で
、

た
ん
ぽ
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

（
5
〉
「
吉
水
」
と
い
う
用
語
は
大
和
国
能
登
岩
井
川
等
に
関
し
て
『
大
乗
院
寺
社
雑

事
記
』
に
も
登
場
し
て
い
る
。
近
江
国
高
時
川
に
は
天
文
二
四
年
の
切
水
に
か
か

わ
る
一
連
の
史
料
が
あ
る
が
（
高
島
緑
雄
「
近
世
的
用
水
秩
序
の
形
成
過
程
」

〈
『
駿
台
史
学
』
三
九
〉
）
、
こ
の
切
水
は
渇
水
の
意
で
あ
る
。
『
日
本
国
語
大
辞

典
』
な
ど
で
は
『
寺
社
雑
事
記
』
の
記
述
に
よ
っ
て
、
吉
水
を
吉
祥
の
水
と
解
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
転
義
で
、
元
来
吉
水
（
切
水
）
と
は
減
水
、
渇
水
お
よ
び
そ

れ
よ
り
生
じ
る
時
間
制
限
水
を
さ
す
こ
と
ば
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
）
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the water right. It is thought that such di妊erenceoccurred when the newly 

developed lands were discriminated against the existing lands in the process to 

expand the irrigation channels. Since some of the irrigation facilities having 

.such customs were constructed using a high level of technique and were 

large-scaled, it is assumed that many of the irrigation facilities in the basin 

of the Ashida River were expanded in the recent times and modern ages, 

and thus most of the irrigation facilities constructed in the earlier periods (in 

the middle ages) were small -scaled. 
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Villages in the Bぉinof the Ashida River 

HATTORI Hideo 

The report is divided into the first half （“myo”of the recent times-restora-

tion of place names) and the latter half (restoration of irrigation in the recent 

times and modern ages). In the first half, the report takes up Io village which 

was the center of Kuwahara・katain Ota・no・shoand attempts are made to 

restore the place names mentioned in the land survey register of the recent 

times, i. e. , the land survey register of Io village in Kansei period, and to 

restore “tom yo”mentioned in the “0・tornyo”book of Ibara Hachimangu, the 

village shrine of Io village in the Bunka～ Koka periods. This work, at first 

hand is the restoration of the true picture of the village in the recent times. 

As the examples of Nishi・ueharavillage by the preceding studies show, there 

紅 emany cases that the names of the recent times inherited the names of the 

middle ages in some form or other. Through the restoration of place names and 

other names, considerations are made to the distribution of names, how the 

trade and commerce were conducted at the market and “watariヘandwhat the 

shrines, temples and houses were like. 

In the latter half, the irrigation customs are restored in the villages on the 

basin of the Ashida River. Mainly, attempts are made for restoration of the 

customs mentioned in the survey reports of the Agriculture and Commerce 

Ministry in Taisha period. Also, the customs of the villages not mentioned in 

the above survey reports are restored. Investigations釘 emade on the relations, 

etc. of Sakuwa pond that irrigates Ota・kata,Hirose sluice that irrigates 

Nishi・uehara,Y amanokami sluice that irrigates Io Kuwahara, Takagi sluice 

that irrigates Takagi and Takada (Yorisue), Saibara and Niiya sluices that draw 

water from the Y atada River and irrigate Honji and Shimotsuya and Kaimura 

sluice on the other side of the river. Although the complicated irrigation cus・

toms in order to distribute water equally were stipulated for these sluices, it 

is confirmed that in some places there was a difference in strength concerning 
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